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いくつもの “ 節目 ” に
彩られる2020年

Greetings         Presidentfrom

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な 

「
海
」
の
愉
し
み

　
新
た
に
本
格
始
動
す
る
の
は
、
世
界
の

セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
た
ち
が
愛
し
て
や
ま
な
い

豪
華
で
巨
大
な
「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
」
の

関
連
事
業
。
モ
ナ
コ
や
カ
ン
ヌ
の
ボ
ー
ト

シ
ョ
ー
で
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
定
点

観
測
的
に
見
続
け
て
き
た
リ
ビ
エ
ラ
が
、

全
国
屈
指
の
良
港
・
三
崎
漁
港
に
関
わ
る

方
々
と
連
携
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
の

恒
常
的
な
国
内
寄
港
を
推
進
。
行
政
当
局

か
ら
も
熱
い
ご
期
待
を
い
た
だ
き
、
身
を

引
き
締
め
て
臨
み
ま
す
。
併
せ
て
、
日
本

の
ヨ
ッ
ト
愛
好
家
に
向
け
て
、
海
外
オ
ー

シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
の
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ

ト
・
チ
ャ
ー
タ
ー
や
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト

販
売
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
私
が
特
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

神
々
し
い
ま
で
の
感
動
に
ふ
る
え
て
い
る

の
は
、
木
造
帆
船
「
シ
ナ
ー
ラ
」
の
レ
ス

「
原
点
」
か
ら
70
年 

心
を
受
け
継
ぐ

　
2
0
2
0
年
の
幕
が
開
き
ま
す
。

　

こ
の
年
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
東
京

2
0
2
0
五
輪
／
パ
ラ
五
輪
が
最
大
の
ト

ピ
ッ
ク
で
す
が
、
私
た
ち
リ
ビ
エ
ラ
グ

ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
い
く
つ
も
の
節
目
に

満
ち
た
、
忙
し
く
も
取
り
組
み
甲
斐
あ
る

年
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
そ
の
ひ
と
つ
は
、「
白
雲
閣
」開
業
か

ら
は
満
70
年
を
迎
え
る
こ
と
。白
雲
閣
は
現

在
の
リ
ビ
エ
ラ
東
京（
池
袋
）の
前
身
。
こ
の

料
亭
が
築
い
た
も
て
な
し
の
心
と
技
は
、
70

年
の
間
、
綿
々
と
磨
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
リ

ビ
エ
ラ
の
流
儀
の「
原
点
」で
す
。
リ
ビ
エ
ラ

東
京
で
は
こ
の
一
年
間
を
通
じ
、
70
周
年
に

ち
な
ん
だ
各
種
の
記
念
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
先
人
か
ら
大
切
に
受
け
継

い
だ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
本
質
を
現
代
の
ス

タ
イ
ル
に
包
み
、お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

ト
ア（
復
元
）で
す
。
リ
ビ
エ
ラ
シ
ー
ボ
ニ

ア
マ
リ
ー
ナ
の
特
設
ド
ッ
ク
で
進
行
中
で

す
が
、
各
国
か
ら
集
っ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
職
人
た
ち
と
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
を

超
え
、
ま
さ
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
っ
て
挑

み
続
け
て
き
た
夢
が
実
現
の
と
き
を
迎
え

ま
す
。

　
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
で
は
、
3
月

26
日
に「
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
」が
開
業
し
ま
す
。

全
館
ス
イ
ー
ト
の
11
室
。
ど
の
部
屋
か
ら

も
相
模
湾
を
一
望
で
き
る
富
士
山
ビ
ュ
ー

の
こ
の
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
で
、
リ
ビ
エ

ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
は
、
滞
在
型
マ
リ
ー
ナ

リ
ゾ
ー
ト
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
日
本
有
数
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
と
い
わ

れ
な
が
ら
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
こ
の
マ

リ
ー
ナ
を
引
き
継
い
で
、ほ
ど
な
く
二
昔
。

　
こ
の
数
年
、
私
自
身
も
セ
ー
リ
ン
グ
の

魅
力
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
70
歳
を
す
ぎ

た
オ
ー
ル
ド
・
ビ
ギ
ナ
ー
と
し
て
つ
く
づ

く
思
う
の
は
、
晴
れ
た
日
の
海
も
、
荒
れ

て
出
帆
で
き
な
い
海
も
、
と
も
に
雄
大
で

美
し
い
と
い
う
こ
と
。
荒
れ
た
日
さ
え
も

自
然
は
美
し
い
か
ら
、
晴
れ
た
日
の
航
海

は
格
別
。
人
生
に
も
相
通
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
し
さ
を
残
し
、
後
の
世
代
に
も

伝
え
た
い
。
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
で

は
、
経
営
権
取
得
し
た
2
0
0
6
年
か
ら

「
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
」
を
標
榜
し
、

「
大
気
」「
大
地
」「
大
海
」を
守
る
取
り
組
み

と
し
て
小
学
生
を
中
心
と
し
た
海
洋
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
や
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
は
、
リ
ビ
エ

ラ
の
大
自
然
に
寄
せ
る
思
い
が
結
実
し
、

「
見
え
る
化
」
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
沖
合
は
、

東
京
2
0
2
0
五
輪
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の

舞
台
。
そ
の
競
技
運
営
に
参
与
し
て
い
る

こ
と
も
、
私
た
ち
の
喜
び
で
す
。

R
C
C
が
支
え
る 

2
つ
の
五
輪

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
。
例
年
2
月
に

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ザ
・
リ
ビ
エ
ラ
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
R
C
C
）で
開
催
さ
れ

て
い
る
全
米
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
公
式

戦
が
、
今
回
か
ら
〝
招
待
試
合
〟
に
格
上

げ
さ
れ
、
大
会
名
称
も
「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
・

イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
晴
れ
の
舞
台
は
、
R
C
C
の
精
緻

を
極
め
た
コ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の

見
せ
場
。
東
京
五
輪
の
ゴ
ル
フ
競
技
に
関

わ
る
コ
ー
ス
技
術
者
の
技
術
研
鑽
も
受
け

入
れ
ま
す
。
R
C
C
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ

て
東
京
五
輪
に
関
わ
れ
る
こ
と
も
誇
り
で

す
。

　
R
C
C
は
開
業
1
0
0
周
年
が
目
前
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
2
0
2
8
ゴ
ル
フ
競

技
会
場
と
し
て
、
い
よ
い
よ
準
備
に
拍
車

が
か
か
り
ま
す
。

　
ト
ピ
ッ
ク
目
白
押
し
の
2
0
2
0
年
も
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2020年2月13日（木）から16日（日）までの4日間、
PGAツアー「ジェネシス・インビテーショナル」が
今年もザ・リビエラカントリークラブで開催されます。

2/13 Thu. 16 Sun.〜

現地観戦、TV観戦をお楽しみください。
TV 放映スケジュールは、オフィシャルサイトに掲載します。

タイガー・ウッズが大会ホストを務める

「ジェネシス・インビテーショナル」。

今回から“招待試合”として大会名が変わり、

賞金総額と大会格付が上がります。

格付は「アーノルド・パーマー・インビテーショナル」や

全米オープン選手権の前哨戦とされる

ジャック・ニクラス主催の「ザ・メモリアルトーナメント」と

同等の格付になります。



THE RIVIERA COUNTRY CLUB

Fujiko Megan Watanabe
Riviera Country Club
President

フラッグシップRCC 便り
その5「ジェネシス・インビテーショナル」開催

“
招
待
試
合
”
に
な
っ
て 

賞
金
総
額
と
格
付
が
向
上

　

ザ
・
リ
ビ
エ
ラ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
R
C
C
）に
、
今
季
も
U.

S .

P
G
A
ツ

ア
ー
公
式
戦
開
催
の
と
き
が
巡
っ
て
き
ま

す
。
2
0
2
0
年
2
月
13
日
か
ら
16
日
ま

で
の
4
日
間
。
今
回
か
ら“

招
待
試
合”

と

し
て
大
会
名
が
変
わ
り
、
賞
金
総
額
と
大

会
格
付
も
上
が
り
ま
す
。

　
新
名
称
は「
ジ
ェ
ネ
シ
ス・イ
ン
ビ
テ
ー

シ
ョ
ナ
ル
」。出
場
で
き
る
の
は
1
2
0
人

の
招
待
選
手
の
み
。
賞
金
総
額
は
、
前
回

「
ジ
ェ
ネ
シ
ス
・
オ
ー
プ
ン
」を
1
9
0
万

ド
ル
上
回
る
9
3
0
万
ド
ル（
約
10
億

円
）。優
勝
者
に
は
1
6
7
万
4
0
0
0
ド

ル
の
賞
金
に
加
え
、
通
常
よ
り
1
年
多
い

3
年
間
の
シ
ー
ド
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

格
付
は
、
全
米
オ
ー
プ
ン
選
手
権
の
前
哨

戦
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
ク
ラ
ス
主
催

の
「
ザ
・
メ
モ
リ
ア
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」

や
、「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
パ
ー
マ
ー
・
イ
ン
ビ

テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
と
同
等
に
。

　
1
9
2
6
年
の
開
設
以
来
、R
C
C
は
、

P
G
A
ツ
ア
ー
の
舞
台
で
あ
り
続
け
て
き

ま
し
た
。
L.

A.

オ
ー
プ
ン
、
ニ
ッ
サ
ン・

オ
ー
プ
ン
、
ノ
ー
ザ
ン・ト
ラ
ス
ト・オ
ー

プ
ン
、
そ
し
て
ジ
ェ
ネ
シ
ス・オ
ー
プ
ン
。

大
会
を
重
ね
る
た
び
に
、
新
た
な
伝
説
が

生
ま
れ
歴
史
が
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

前
回
ま
で
と
同
じ
く
大
会
ホ
ス
ト
を
務
め

る
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
も
「
大
変
に
光
栄

な
こ
と
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

慈
善
活
動
へ
の
寄
与
や 

技
術
の
共
有
も

　
「
ジ
ェ
ネ
シ
ス・イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」

で
は
、
寄
付
総
額
は
最
大
2
0
0
万
ド
ル

に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　
一
流
選
手
が
戦
う
大
会
は
、
競
技
運
営

関
係
者
や
コ
ー
ス
管
理
の
技
術
陣
に
と
っ

て
も
貴
重
な
研
鑽
の
場
。期
間
中
、R
C
C

に
は
世
界
各
国
か
ら
関
係
者
が
集
ま
り
、

活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。
特

に
コ
ー
ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

R
C
C
の
高
度
技
術
の
継
承
に
向
け
、
毎

年
約
40
名
の
卓
越
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
が
、
世
界
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
大
会
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
東
京
2
0
2
0
五
輪
を

控
え
、
霞
ヶ
関
C
C
か
ら
も
人
材
を
迎
え

ま
す
。
リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
が
2
0
0
6

年
に
掲
げ
た
「
リ
ビ
エ
ラ
未
来
創
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分

野
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

R
C
C
で
の
人
材
受
け
入
れ
も
、
そ
の
一

環
。
R
C
C
は
、
縁
深
き
日
本
で
開
催
さ

れ
る
五
輪
大
会
の
成
功
を
心
か
ら
祈
り
、

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
10
月
、「
Z
O
Z
O
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」（
習
志
野
C
C
）で
は
、

ウ
ッ
ズ
が
P
G
A
最
多
記
録
タ
イ
の
82
勝

目
を
あ
げ
て
世
界
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
こ

の
8
月
に
は
、
霞
ヶ
関
C
C
が
五
輪
ゴ
ル

フ
競
技
の
舞
台
に
な
り
ま
す
。
世
界
の
関

心
を
日
本
に
集
め
る
ト
ピ
ッ
ク
が
続
く

中
、
日
本
の
コ
ー
ス
管
理
技
術
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
2
月
の
P
G
A
ツ
ア
ー
は
、
リ
ビ

エ
ラ
が
磨
き
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

世
界
に
お
届
け
す
る
機
会
。
リ
ビ
エ
ラ
は

ゴ
ル
フ
界
に
深
く
貢
献
す
る
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
。
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リビエラのおもてなしの原点
料亭「白雲閣」の70年を繙

ひもと

く
今から70年前。

まだ戦災の跡が深かった池袋の地に、あるとき姿を現した白亜の楼閣―
それが料亭「白雲閣」です。

リビエラ東京と名を変えた今も変わらぬ“リビエラのおもてなしの原点”の歩み。
私たちが大切にする伝統、変化、挑戦、ファミリー。
70年の長きに渡り商売させていただいているのは

義理人情に厚いお取引先様や、温かくご愛顧くださるお客様があってのこと。
感謝に変えて揺るぎなき本質を語ります。

    SPECIAL ISSUE
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1
9
4
5（
昭
和
20
）年
、
36
歳
で
敗
戦

を
迎
え
た
浅
蔵
が
目
の
当
た
り
に
し
た
の

は
、
闇
市
と
バ
ラ
ッ
ク
の
群
れ
が
広
が
る

池
袋
の
街
並
み
で
し
た
。
こ
の
と
き
、

浅
蔵
の
事
業
観
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　
戦
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
は
、
必
死

で
そ
の
日
の
糧
を
求
め
て
い
る
。
極
度
の

物
不
足
に
、人
々
は
笑
う
余
裕
と
て
な
い
。

終
戦
と
は
食
糧
と
の
闘
い
で
あ
る
。だ
が
、

ひ
と
た
び
食
べ
物
に
あ
り
つ
き
さ
え
す
れ

ば
、誰
も
が
安
堵
し
、飛
び
切
り
の
笑
み
を

浮
か
べ
る
。
食
事
と
い
う
も
の
が
、
人
間

に
及
ぼ
す
力
は
す
ご
い
―
。

　
浅
蔵
は
、
大
き
く
事
業
展
開
し
て
い
た

燃
料
業
か
ら
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
飲
食
業
へ
の
業
態
転
換
を
決
め
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
う
い
う
場
面
で
多
く
の
人
が

思
い
浮
か
べ
る
は
ず
の
大
衆
食
堂
を
想
起

し
な
か
っ
た
の
は
、事
業
家・堀
江
浅
蔵
の

面
目
躍
如
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

浅
蔵
の
経
営
者
と
し
て
の
慧
眼
は
、
沸
き

立
つ
戦
後
復
興
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
今
は

食
う
や
食
わ
ず
の
人
々
を
、
や
が
て
豪
奢

な
宴
席
に
向
か
わ
せ
る
―
と
睨
ん
で
い

ま
し
た
。

古
き
名
主
屋
敷
を
移
設
し
た 

2
4
0
坪
の
楼
閣
「
白
雲
閣
」

　
燃
料
問
屋
の
福
島
屋
を
売
り
払
い
、用
地

2
4
0
坪
を
利
し
て
構
想
さ
れ
た
の
は
、

人
々
が
晴
れ
の
日
の
宴
を
催
す
瀟
洒
な

若
き
事
業
家
が
開
い
た 

薪
炭
問
屋
が
源
流

　
堀
江
浅
蔵
・
マ
チ
夫
妻
に
よ
り
開
業
し

た
リ
ビ
エ
ラ
東
京
の
前
身「
白
雲
閣
」は
、

1
9
5
0（
昭
和
25
）年
1
月
23
日
、
正
式

に
法
人
登
録
を
し
ま
し
た
。

　
堀
江
浅
蔵
は
1
9
0
9（
明
治
42
）年
4

月
1
日 

福
島
県
棚
倉
の
生
ま
れ
。小
学
校

2
年
で
母
親
と
別
れ
小
学
校
5
年
生
で
父

と
も
死
別
。
長
男
の
身
で
あ
り
な
が
ら
家

督
を
継
ぐ
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
尋
常
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
、自
活
の
途
を
求
め
て
、

福
島
県
白
川
の
炭
商
・
根
本
商
店
で
丁
稚

奉
公
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
14
歳
。

持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
た
ち
ま
ち
頭
角
を

表
し
た
浅
蔵
は
、
仕
入
れ
部
長
の
重
職
を

任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

根
本
商
店
で
は
浅
蔵
に
店
主
一
族
の

娘
を
娶
せ
る
話
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

浅
蔵
は
独
立
自
営
を
望
ん
で
退
職
。
上
京

し
て
池
袋
四
丁
目
の
九
尺
二
間
の
棟
割

長
屋
に
落
ち
着
い
た
浅
蔵
は
、斎
藤
マ
チ
と

結
婚
。根
本
商
店
か
ら
得
た
退
職
金
60
円
を

元
手
に
、
20
歳
で
薪
炭
問
屋
「
福
島
屋
」

を
開
業
し
ま
し
た
。

　
こ
の
福
島
屋
が
今
の
リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー

プ
の
お
も
て
な
し
の
源
流
に
あ
た
り
ま

す
。株
式
会
社
リ
ビ
エ
ラ
の
事
業
開
始（
＝

創
業
）は
、
浅
蔵
が
福
島
屋
を
起
こ
し
た

1
9
2
9（
昭
和
4
）年
で
す
。

　
浅
蔵
・
マ
チ
の
若
夫
婦
が
自
立
を
果
た

し
た
当
時
、
折
か
ら
長
い
戦
争
の
時
代
に

入
っ
て
燃
料
事
情
が
悪
化
の
一
途
を
た
ど

る
中
、
炭
は
化
石
燃
料
に
代
替
す
る
熱
源

と
し
て
大
い
に
需
要
さ
れ
ま
し
た
。
福
島

屋
は
、
4
0
0
人
の
従
業
員
を
抱
え
て
大

燃
料
工
場
を
5
工
場
営
み
、
都
内
城
北
地

域
で
五
指
に
数
え
ら
れ
る
燃
料
問
屋
に

成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

戦
後
の
混
沌
を
祓
う 

飲
食
業
へ
の
業
態
転
換

　
1
9
4
3（
昭
和
18
）年
、
戦
況
が
は
っ

き
り
劣
勢
に
転
じ
る
と
、
す
で
に
妻
子
あ

る
事
業
家
だ
っ
た
34
歳
の
浅
蔵
に
も
召
集

令
状
が
届
き
ま
す
。
事
業
を
妻
に
託
し
、

横
須
賀
海
兵
団
に
応
召
。
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年
（齢）

沿
革

1909年

明治42

4
月
1
日　
福
島
県
棚
倉
町
南
町
、
喜
蔵
、
チ
ヨ
の
長
男
と
し
て
誕
生

　
　
　
　
　
小
2
で
母
と
別
れ
、
小
5
で
父
を
亡
く
す

1923年

大正12年（14歳）

棚
倉
尋
常
小
学
校
卒
業

東
北
屈
指
の
薪
炭
問
屋 

福
島
の
「
根
本
商
店
」
で
奉
公
始
め
る

　
薪
炭
部
の
仕
入
れ
部
長
を
務
め
る

1929年

昭和4年（20歳）

独
立
す
る
た
め
「
根
本
商
店
」
を
退
職

　

退
職
金
60
円
を
手
に
、
上
京

「
薪
炭
問
屋 

福
島
屋
」
を
池
袋
4
丁
目
に
開
業
し
創
業

斉
藤
マ
チ
と
結
婚

1943年

昭和18年（34歳）

横
須
賀
海
兵
団 

応
召

　

 「
薪
炭
問
屋 

福
島
屋
」は
大
燃
料
工
場
5
工
場
、従
業
員
4
0
0
名
、

城
北
地
区
5
指
に
数
え
ら
れ
る
薪
炭
問
屋
に
成
長

1945年

昭和20年（36歳）

終
戦
を
迎
え
る

　
「
終
戦
は
食
料
と
の
闘
い
」

　
　
応
召
と
終
戦
に
よ
り
、
職
業
観
が
1
8
0
度
変
わ
る

　
「
飲
食
こ
そ
わ
が
仕
事
」

　
　

 

当
時
16
坪
以
上
は
建
て
ら
れ
ず
、
料
理
屋
に
相
応
し
い
建
物
を
確

保
の
た
め
、
長
野
県
上
諏
訪
で
見
つ
け
た
2
4
0
坪
の
2
階
建
て

総
檜
造
り
の
旧
豪
族
御
殿
を
移
築

1949年

昭和24年（40歳）
「
料
亭 

白
雲
閣
」
開
業

　

 

富
士
山
の
白
雲
棚
引
く
様
子
よ
り
、
白
雲
の
楼
閣=

「
白
雲
閣
」

と
命
名

　
現
在
の
約
4
分
の
1
の
規
模
面
積

1950年

昭和25年（41歳）

１
月
23
日　
白
雲
閣 

正
式
登
記

　

 

焼
野
原
と
バ
ラ
ッ
ク
の
池
袋
に
出
現
し
た
2
4
0
坪
の
御
殿

「
白
雲
閣
」
は
、
た
ち
ま
ち
評
判
を
呼
び
、
池
袋
は
も
と
よ
り
浅
草
、

日
本
橋
か
ら
も
お
客
様
が
押
し
寄
せ
、
盛
業
を
極
め
た

1951年

昭和26年（42歳）

1
5
0
坪
を
買
い
取
り
新
館
を
増
築
（
立
教
通
り
側
）

1953年

昭和28年（44歳）

大
作
家
・
江
戸
川
乱
歩
氏
や
小
笠
原
大
蔵
大
臣
ら
も
ご
贔
屓
節
で
、 

　
宴
会
を
い
つ
も
催
し
て
い
た

1954年

昭和29年（45歳）

一
般
の
宴
会
に
加
え
て
冠
婚
葬
祭
業
（
結
婚
や
精
進
落
と
し
）
の
会
食
も 

　
人
気
を
呼
ん
だ

新
館
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン

12
月　
大
火
に
よ
り
2
4
0
坪
の
旧
館
は
ほ
ぼ
全
焼

　
新
館
で
翌
日
か
ら
営
業
を
続
け
た

1956年

昭和31年（47歳）

再
建
に
奔
走
し
、
1
5
0
0
坪
に
拡
張

　

 

滝
と
庭
園
を
施
し
大
広
間
を
含
め
た
大
小
32
室
の
料
亭
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト

　

 

仲
居
・
女
中
1
5
0
名
と
男
衆
50
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
繁
栄
を

続
け
た

1957年

昭和32年（48歳）

鷹
の
間
が
オ
ー
プ
ン

高
松
宮
殿
下
御
来
臨

1961年

昭和36年（52歳）
　
所
得
倍
増
計
画
を
掲
げ
た
「
第
二
次 

池
田
内
閣
」
発
足

新
楽
天
地
「
湯
河
原
海
岸
埋
立
地
（
吉
浜
海
岸
）」
建
設
計
画
着
手

　
今
後
の
レ
ジ
ャ
ー
思
考
を
見
通
し
た

1964年

昭和39年（55歳）

お
も
て
な
し
と
立
教
大
学
前
の
至
便
な
環
境
が
、
大
切
な
会
合
処 

　
と
し
て
連
日
満
員
御
礼

1973年

昭和48年（64歳）

3
万
坪
の
湯
河
原
海
岸
埋
め
立
て
が
完
成

1974年

昭和49年

8
月
30
日　
堀
江
浅
蔵 

他
界

1980年

昭和55年

日
本
料
理
か
ら
「
会
席
料
理
」
に
切
り
替
え
る

　

 「
ワ
イ
ン
で
会
席
」
新
し
い
食
文
化
普
及
に
務
め
る
（
2
0
1
8
年
ま
で

毎
年
開
催
）

　
料
理
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
と
評
判

　

 

毎
年
8
月
に
は
バ
ン
ケ
ッ
ト
や
各
フ
ロ
ア
を
順
次
改
装

　
時
代
を
先
取
り
し
て
徐
々
に
人
気
を
博
し
た

1985年

昭和60年

新
卒
者
採
用
を
開
始

フ
レ
ン
チ
ス
ー
シ
ェ
フ
が
日
本
料
理
と
文
化
を
学
ぶ
た
め
来
日
し
受
け

入
れ
る

1986年

昭和61年

日
本
初
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
と
し
て
大
広
間
を
改
装

　
爆
発
的
な
人
気
と
な
る

1987年

昭和62年

時
代
は
バ
ブ
ル
景
気
と
な
り
、
各
種
宴
会
の
客
数
も
増
加

　
婚
礼
も
1
0
0
0
組
に
達
し
た

初
め
て
の
洋
間
「
鳳
来
の
間
」
が
完
成

　

 

そ
れ
に
併
せ
て
の
演
出
や
料
理
、
装
花
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

全
く
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
披
露
宴
と
し
て
人
気
を
博
す

1989年

平成元年

９
月
３
日　
ザ
・
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
R
C
C
）
買
収

1997年

平成9年

狂
言
師
野
村
万
作
氏
、
文
楽 

吉
田
文
雀
氏
、
新
内 

節
鶴
賀
伊
勢
太
夫
氏 

　
ら
人
間
国
宝
を
招
聘
し
、「
邦
楽
と
食
文
化
（
会
席
料
理
）」
を 

　

披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

1999年

平成11年

チ
ャ
ペ
ル
「
ア
ン
の
家
」
完
成

2001年

平成13年

8
月　
「
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
改
装

2003年

平成15年

３
月　
ガ
ー
デ
ン
誕
生

８
月　

 「
マ
ン
ダ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
へ
改
装

　
　
　
「
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
へ
改
装

　
　
　
ケ
ー
キ
工
房
新
設

　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
に
着
手

料
亭
。
当
時
、
立
教
大
学
方
面
に
望
め
た

富
士
山
が
白
雲
棚
引
く
様
子
か
ら
、
白
雲

の
楼
閣「
白
雲
閣
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
池
袋
を
知
る
人
た
ち
は

「
あ
る
と
き
突
然
、
立
派
な
建
物
が
建
っ

た
」
と
の
印
象
を
語
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

は
も
っ
と
も
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。
敗
戦

か
ら
5
年
を
経
な
い
こ
の
時
期
、
厳
し
い

物
資
統
制
が
敷
か
れ
て
16
坪
を
超
え
る

新
築
は
建
築
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
浅
蔵
は

総
檜
造
り
の
古
い
名
主
屋
敷
の
移
設
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。
リ
ビ
エ
ラ
の
理
念
に
も

続
く
「
古
き
良
き
も
の
を
大
切
に
磨
き
上

げ
て
次
の
世
代
へ
」と
い
う
こ
と
で
す
。無

論
、
長
野
県
上
諏
訪
か
ら
の
移
設
工
事
が

一
夜
で
済
ん
だ
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
隣
の
方
々
の
目
に
は
、
い
と
も
鮮
や
か

に
映
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
て
開
業
し
た
料
亭・白
雲
閣
は
、

た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
、
池
袋
界
隈
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
浅
草
や
日
本
橋
方
面
か

ら
も
多
く
の
お
客
様
を
集
め
、
盛
業
を
極

め
ま
し
た
。

　
近
在
の
文
豪
・
江
戸
川
乱
歩
氏
も
御
贔

屓
の
筋
で
、
作
家
仲
間
や
評
論
家
、
担
当

編
集
者
と
い
っ
た
文
人
墨
客
や
そ
の
ご
家

族
を
1
0
0
人
単
位
で
招
い
た
恒
例
の
大

忘
年
会
や
宴
会
を
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
蔵
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
近
在
の
小
笠

原
三
九
郎
氏
も
常
連
顧
客
に
名
を
連
ね
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
個
室
や
大
広
間
で
宴
席

を
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
業
か
ら
4
年
目
に
は
、
隣
接
地

1
5
0
坪
を
買
い
取
り
、
立
教
通
り
側
に

「
新
館
」
拡
張
増
設
。

大
火
の
痛
恨
事
を
乗
り
越
え
た 

従
業
員
と
の
絆

　
開
業
以
来
、
順
風
満
帆
と
い
え
る
歩
み

を
続
け
た
白
雲
閣
で
し
た
が
、
好
事
魔
多

し
、「
新
館
」
を
増
設
し
た
1
9
2
9（
昭

和
29
）年
の
12
月
中
旬
に
は
、深
刻
に
す
ぎ

る
痛
恨
事
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
不
慮
の
漏
電
を
原
因
と
す

る
「
旧
館
」（
上
諏
訪
か
ら
移
設
さ
れ
た

2
4
0
坪
の
名
主
屋
敷
の
こ
と
）の
全
焼
失
。

こ
の
火
災
で
は
、
旧
館
の
一
室
で
細
々
と

生
活
し
て
い
た
経
営
者
家
族
に
も
犠
牲
が

出
ま
し
た
。

　
浅
蔵
・
マ
チ
の
悲
嘆
は
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
白
雲
閣
の
予
約
台
帳
は
、

折
か
ら
忘
年
会
／
新
年
会
の
ご
予
約
で
埋

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
客
様
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
」

　
心
を
鬼
に
し
て
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
た

浅
蔵
・
マ
チ
を
励
ま
し
、
支
え
た
の
は
仲

居
女
中
1
5
0
名
、
男
衆
50
名
の
従
業
員

た
ち
で
し
た
。
不
幸
中
の
幸
い
に
し
て
、

新
館
は
類
焼
を
免
れ
て
い
ま
し
た
。
大
火

翌
日
か
ら
従
業
員
一
丸
の
奮
闘
に
よ
る

新
館
フ
ル
稼
働
で
、
一
切
休
業
す
る
こ
と

な
く
、
こ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
に
築
か
れ
た
従
業
員
と
の
絆

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
精
神
」も
ま
た
、
今
に
受

け
継
が
れ
る
白
雲
閣
の
レ
ガ
シ
ー
で
す
。

高
松
宮
殿
下
御
来
臨 

ラ
ク
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
宴
会
ス
タ
イ
ル

　
こ
の
後
、
日
本
社
会
全
体
が
高
度
経
済

成
長
期
に
突
入
。
旧
館
全
焼
失
の
痛
手
を

全
社
一
丸
の
努
力
で
克
服
し
た
白
雲
閣

は
、敷
地
面
積
1
5
0
0
坪
に
ま
で
拡
大
。

こ
こ
に
大
広
間
も
含
め
て
大
小
32
部
屋
を

設
け
、
城
北
地
域
随
一
の
料
亭
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
。
1
9
5
7（
昭
和
32
）年
、
48

歳
の
浅
蔵
は
、
贅
を
尽
く
し
た
大
宴
会
場

「
鷹
の
間
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
昭
和
天
皇
の
弟
君
・
高
松
宮
殿
下
御
来

臨
の
栄
に
浴
し
た
の
も
、
こ
の
年
。

　
白
雲
閣
の
名
物
と
い
え
ば
庭
園
の
滝
。

壁
に
囲
ま
れ
た
敷
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
美
し
い
竹
林
と
、
鯉
が
遊
ぶ
大
池
。

中
庭
に
設
え
ら
れ
た
滝
が
水
を
巡
ら
せ
、

鹿
威
し
の
音
を
響
か
せ
る
…
…
。

「
池
袋
界
隈
に
今
ほ
ど
の
車
通
り
が
な

か
っ
た
か
ら
か
、白
雲
閣
か
ら
の
水
音
は
、

外
の
通
り（
立
教
通
り
）ま
で
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
」
と
記
憶
を
辿
る
の
は
、
江
戸
川

乱
歩
御
令
孫
の
平
井
憲
太
郎
さ
ん
。

　
滝
を
愛
で
つ
つ
湯
を
浴
び
て
か
ら
宴
に

臨
む
ラ
ク
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ス
タ
イ
ル
は

反
響
を
呼
び
、繁
栄
は
さ
ら
に
続
き
ま
し
た
。

滝
と
緑
豊
か
な
庭
に 

知
識
人
が
集
う
会
合
処
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年
（齢）

沿
革

1909年

明治42

4
月
1
日　
福
島
県
棚
倉
町
南
町
、
喜
蔵
、
チ
ヨ
の
長
男
と
し
て
誕
生

　
　
　
　
　
小
2
で
母
と
別
れ
、
小
5
で
父
を
亡
く
す

1923年

大正12年（14歳）

棚
倉
尋
常
小
学
校
卒
業

東
北
屈
指
の
薪
炭
問
屋 

福
島
の
「
根
本
商
店
」
で
奉
公
始
め
る

　
薪
炭
部
の
仕
入
れ
部
長
を
務
め
る

1929年

昭和4年（20歳）

独
立
す
る
た
め
「
根
本
商
店
」
を
退
職

　

退
職
金
60
円
を
手
に
、
上
京

「
薪
炭
問
屋 

福
島
屋
」
を
池
袋
4
丁
目
に
開
業
し
創
業

斉
藤
マ
チ
と
結
婚

1943年

昭和18年（34歳）

横
須
賀
海
兵
団 

応
召

　

 「
薪
炭
問
屋 

福
島
屋
」は
大
燃
料
工
場
5
工
場
、従
業
員
4
0
0
名
、

城
北
地
区
5
指
に
数
え
ら
れ
る
薪
炭
問
屋
に
成
長

1945年

昭和20年（36歳）

終
戦
を
迎
え
る

　
「
終
戦
は
食
料
と
の
闘
い
」

　
　
応
召
と
終
戦
に
よ
り
、
職
業
観
が
1
8
0
度
変
わ
る

　
「
飲
食
こ
そ
わ
が
仕
事
」

　
　

 

当
時
16
坪
以
上
は
建
て
ら
れ
ず
、
料
理
屋
に
相
応
し
い
建
物
を
確

保
の
た
め
、
長
野
県
上
諏
訪
で
見
つ
け
た
2
4
0
坪
の
2
階
建
て

総
檜
造
り
の
旧
豪
族
御
殿
を
移
築

1949年

昭和24年（40歳）
「
料
亭 

白
雲
閣
」
開
業

　

 

富
士
山
の
白
雲
棚
引
く
様
子
よ
り
、
白
雲
の
楼
閣=

「
白
雲
閣
」

と
命
名

　
現
在
の
約
4
分
の
1
の
規
模
面
積

1950年

昭和25年（41歳）

１
月
23
日　
白
雲
閣 

正
式
登
記

　

 

焼
野
原
と
バ
ラ
ッ
ク
の
池
袋
に
出
現
し
た
2
4
0
坪
の
御
殿

「
白
雲
閣
」
は
、
た
ち
ま
ち
評
判
を
呼
び
、
池
袋
は
も
と
よ
り
浅
草
、

日
本
橋
か
ら
も
お
客
様
が
押
し
寄
せ
、
盛
業
を
極
め
た

1951年

昭和26年（42歳）

1
5
0
坪
を
買
い
取
り
新
館
を
増
築
（
立
教
通
り
側
）

1953年

昭和28年（44歳）

大
作
家
・
江
戸
川
乱
歩
氏
や
小
笠
原
大
蔵
大
臣
ら
も
ご
贔
屓
節
で
、 

　
宴
会
を
い
つ
も
催
し
て
い
た

1954年

昭和29年（45歳）

一
般
の
宴
会
に
加
え
て
冠
婚
葬
祭
業
（
結
婚
や
精
進
落
と
し
）
の
会
食
も 

　
人
気
を
呼
ん
だ

新
館
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン

12
月　
大
火
に
よ
り
2
4
0
坪
の
旧
館
は
ほ
ぼ
全
焼

　
新
館
で
翌
日
か
ら
営
業
を
続
け
た

1956年

昭和31年（47歳）

再
建
に
奔
走
し
、
1
5
0
0
坪
に
拡
張

　

 

滝
と
庭
園
を
施
し
大
広
間
を
含
め
た
大
小
32
室
の
料
亭
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト

　

 

仲
居
・
女
中
1
5
0
名
と
男
衆
50
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
繁
栄
を

続
け
た

1957年

昭和32年（48歳）

鷹
の
間
が
オ
ー
プ
ン

高
松
宮
殿
下
御
来
臨

1961年

昭和36年（52歳）
　
所
得
倍
増
計
画
を
掲
げ
た
「
第
二
次 

池
田
内
閣
」
発
足

新
楽
天
地
「
湯
河
原
海
岸
埋
立
地
（
吉
浜
海
岸
）」
建
設
計
画
着
手

　
今
後
の
レ
ジ
ャ
ー
思
考
を
見
通
し
た

1964年

昭和39年（55歳）

お
も
て
な
し
と
立
教
大
学
前
の
至
便
な
環
境
が
、
大
切
な
会
合
処 

　
と
し
て
連
日
満
員
御
礼

1973年

昭和48年（64歳）

3
万
坪
の
湯
河
原
海
岸
埋
め
立
て
が
完
成

1974年

昭和49年

8
月
30
日　
堀
江
浅
蔵 

他
界

1980年

昭和55年

日
本
料
理
か
ら
「
会
席
料
理
」
に
切
り
替
え
る

　

 「
ワ
イ
ン
で
会
席
」
新
し
い
食
文
化
普
及
に
務
め
る
（
2
0
1
8
年
ま
で

毎
年
開
催
）

　
料
理
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
と
評
判

　

 

毎
年
8
月
に
は
バ
ン
ケ
ッ
ト
や
各
フ
ロ
ア
を
順
次
改
装

　
時
代
を
先
取
り
し
て
徐
々
に
人
気
を
博
し
た

1985年

昭和60年

新
卒
者
採
用
を
開
始

フ
レ
ン
チ
ス
ー
シ
ェ
フ
が
日
本
料
理
と
文
化
を
学
ぶ
た
め
来
日
し
受
け

入
れ
る

1986年

昭和61年

日
本
初
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
と
し
て
大
広
間
を
改
装

　
爆
発
的
な
人
気
と
な
る

1987年

昭和62年

時
代
は
バ
ブ
ル
景
気
と
な
り
、
各
種
宴
会
の
客
数
も
増
加

　
婚
礼
も
1
0
0
0
組
に
達
し
た

初
め
て
の
洋
間
「
鳳
来
の
間
」
が
完
成

　

 

そ
れ
に
併
せ
て
の
演
出
や
料
理
、
装
花
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

全
く
新
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
披
露
宴
と
し
て
人
気
を
博
す

1989年

平成元年

９
月
３
日　
ザ
・
リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
R
C
C
）
買
収

1997年

平成9年

狂
言
師
野
村
万
作
氏
、
文
楽 

吉
田
文
雀
氏
、
新
内 

節
鶴
賀
伊
勢
太
夫
氏 

　
ら
人
間
国
宝
を
招
聘
し
、「
邦
楽
と
食
文
化
（
会
席
料
理
）」
を 

　

披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

1999年

平成11年

チ
ャ
ペ
ル
「
ア
ン
の
家
」
完
成

2001年

平成13年

8
月　
「
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
改
装

2003年

平成15年

３
月　
ガ
ー
デ
ン
誕
生

８
月　

 「
マ
ン
ダ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
へ
改
装

　
　
　
「
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
へ
改
装

　
　
　
ケ
ー
キ
工
房
新
設

　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
に
着
手

創業者　堀江浅蔵・マチ夫妻

し
た
。
浅
蔵
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
顔
を
出
せ

る
か
ら
。
私
が
白
雲
閣
を
担
当
し
た
の
は

足
掛
け
15
年
。
湯
河
原
の
埋
立
工
事
現
場

に
も
毎
年
、
保
冷
車
を
届
け
に
行
っ
た
も

の
で
す
」（
藤
田
さ
ん
）

　
取
引
先
の
方
々
か
ら
も
慕
わ
れ
る
浅
蔵

の
ふ
る
ま
い
は
、
早
く
に
親
を
失
い
苦
し

い
幼
少
期
を
過
ご
し
た
こ
と
と
も
無
関
係

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
豪
放

磊
落
な
起
業
家
・
堀
江
浅
蔵
は
、
い
つ
も

弱
い
者
の
味
方
で
し
た
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
の
際
、
休
売
や

計
画
出
荷
が
相
次
い
だ
中
、
リ
ビ
エ
ラ
へ

の
納
品
を
欠
か
さ
ず
続
け
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
。
大
変
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
苦
し
い
時
代
を
支
え
て
く
れ
た
と
こ
ろ

に
真
っ
先
に
恩
返
し
す
る
の
が
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
の
流
儀
で
す
か
ら
。

　
実
は
先
日
、
懐
か
し
く
て
久
々
に
リ
ビ

エ
ラ
東
京
を
訪
ね
ま
し
た
。今
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
も
、
白
雲
閣
の

頃
と
何
ひ
と
つ
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

浅
蔵
さ
ん
の
創
業
の
精
神
は
、
脈
々
と

　
白
雲
閣
は
料
亭
―
四
季
の
移
ろ
い
を

感
じ
さ
せ
る
日
本
庭
園
を
囲
ん
だ
小
間
で

の
宴
席
で
は
、
1
5
0
人
ほ
ど
も
い
た
仲

居
女
中
が
お
客
様
の
お
望
み
を
細
か
く
伺

い
、
厨
房
で
腕
を
ふ
る
う
料
理
人
た
ち
に

伝
え
て
、
最
高
の
味
を
、
最
適
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　
仲
居
女
中
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な

し
は
、
至
極
の
美
味
と
並
ぶ
白
雲
閣
の

双
璧
。
そ
の
評
判
は
、
社
会
全
体
が
劇
的

な
経
済
発
展
を
示
し
は
じ
め
た
50
年
代
に

か
け
て
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
諸
官
庁
や

大
企
業
、
著
名
な
文
化
人
、
学
者
…
…
と

い
っ
た
ハ
イ
ク
ラ
ス
層
の
支
持
を
獲
得
。

　
池
袋
駅
の
喧
騒
か
ら
離
れ
た
立
教
大
学

前
と
い
う
至
便
な
環
境
と
も
相
ま
っ
て
、

大
切
な
会
合
を
催
す
場
と
し
て
、連
日
、満

員
御
礼
。「
今
日
は
空
い
て
ま
せ
ん
か
？
」

と
の
お
客
様
か
ら
の
電
話
に
、
や
む
な
く

近
隣
の
お
店
を
紹
介
し
た
こ
と
も
た
び
た

び
だ
っ
た
、
と
い
い
ま
す
。

経
済
成
長
に
伴
う
発
展
と 

新
た
な
事
業
へ
の
挑
戦

　
1
9
6
1（
昭
和
36
）年
、
所
得
倍
増
を

掲
げ
た
第
二
次
池
田
内
閣
が
発
足
。
こ
れ

か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
志
向
を
見
通
し
た
52
歳

の
浅
蔵
は
、「
湯
河
原
海
岸
埋
立
地（
吉
浜

海
岸
）建
設
計
画
」に
着
手
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
国
土
を
増
や
す
こ
と
に
も
寄
与
す
る

一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
構
想
。

　
浅
蔵
自
ら
も
土
木
の
職
人
に
交
わ
り
、

12
年
に
渡
り
埋
立
工
事
に
励
み
ま
し
た
。

自
然
相
手
の
工
事
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

浅
蔵
64
歳
の
1
9
7
3
（
昭
和
48
）年
、

3
万
坪
の
埋
立
が
完
成
。
国
道
1
3
5
号

線
沿
い
の
海
岸
線
、
現
在
、
湯
河
原
中
学

校
が
あ
る
一
帯
で
す
。

浅
蔵
の
情
の
深
さ
と 

そ
の
思
い
出

　
仕
事
と
家
族
を
愛
し
、故
郷・棚
倉
へ
の

愛
に
あ
ふ
れ
た
堀
江
浅
蔵
は
、
1
9
7
4

（
昭
和
49
）年
他
界
。
享
年
六
十
五
。

「
浅
蔵
さ
ん
は
、誰
に
で
も
愛
情
深
い
方
で

し
た
。
わ
れ
わ
れ
取
引
先
の
営
業
マ
ン
に

も
『
外
回
り
で
暑
か
っ
た
だ
ろ
、
風
呂
で

も
入
っ
て
い
け
』
と
言
っ
て
く
れ
た
り
し

て
ね
」
と
、
浅
蔵
と
の
思
い
出
を
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
元
専

務（
現
社
友
）の
藤
田
博
さ
ん
で
す
。

「
私
が
浅
蔵
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た

の
は
、昭
和
40
年
。私
は
入
社
2
年
目
の
営

業
担
当
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
は
本
当
に
苦
し
い
時
代
で
、
営
業
回
り

し
て
も
門
前
払
い
が
当
た
り
前
。
繁
華
街

の
池
袋
で
取
り
扱
っ
て
く
れ
た
の
は
、
中

華
料
理
店
な
ど
の
小
さ
な
店
2
軒
と
白
雲

閣
だ
け
。
他
の
2
軒
は
発
注
と
い
っ
て
も

わ
ず
か
で
し
た
が
、
勢
い
の
あ
る
白
雲
閣

は
い
つ
も
大
量
発
注
。
浅
蔵
さ
ん
の
優
し

さ
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　
私
は
他
の
地
域
も
担
当
し
て
い
た
の
で

す
が
、
池
袋
方
面
を
回
る
の
は
楽
し
み
で

ザ・リ
ビ
エ
ラ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
R
C
C
）受
け
継
ぐ
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2004年

平成16年

１
月
23
日　

 「
シ
ー
サ
イ
ド 

リ
ビ
エ
ラ
」
を
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
に
開
業

　
　
　
　
　

 「
シ
ー
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル
」
と
「
ア
ク
ア
」
の
2
バ
ン
ケ
ッ
ト

体
制
で
営
業
を
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
「
20
歳
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
イ
ベ
ン
ト
継
続
開
催

８
月　
池
袋
：「
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」
へ
改
装

2005年

平成17年

７
月　
逗
子
：「
リ
ビ
エ
ラ
プ
ラ
ザ
」
へ
改
装

　
　
　
　
　
　

 「
シ
ー
サ
イ
ド
カ
フ
ェ
」「
R
シ
ョ
ッ
プ
」「
ケ
ー
キ

工
房
」「
フ
ラ
ワ
ー
工
房
」「
写
真
ス
タ
ジ
オ
」「
列
席

控
室
」「
新
規
・
打
合
接
客
ス
ペ
ー
ス
」
完
成

９
月　
逗
子
：「
ク
リ
ス
タ
ル
ヴ
ィ
ラ
」「
ベ
イ
シ
ョ
ア
」
オ
ー
プ
ン

2006年

平成18年

４
月　
池
袋
：「
ク
リ
ス
タ
ル
チ
ャ
ペ
ル
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

7
月　
「
リ
ビ
エ
ラ
青
山
」
を
南
青
山
に
開
業

８
月　
池
袋
：「
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
改
装

2007年

平成19年

フ
ォ
ト
事
業
を
内
製
化

８
月　
池
袋
：「
レ
イ
ラ
ン
デ
ィ
」
へ
改
装

　
　
　
逗
子
：「ZU

SH
I FES

」
初
開
催

2008年

平成20年

銀
座ARM

AN
I

とW
ED

D
IN

G

で
提
携

８
月　
池
袋
：「
モ
ダ
ニ
カ
」
へ
改
装

　
　
　
逗
子
：「
マ
リ
ー
ナ
テ
ラ
ス
」
オ
ー
プ
ン

2009年

平成21年

8
月　
池
袋
： 「
マ
ン
ダ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
」「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ア
シ
ス
」

へ
改
装

　
　
　
青
山
：「
ア
ネ
ッ
ク
ス
レ
ガ
ー
レ
」
オ
ー
プ
ン

2010年

平成22年

１
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
東
京
」
へ
屋
号
変
更

8
月　
　
　
　
「
バ
ル
コ
ニ
ー
ス
イ
ー
ト
」
へ
改
装

2012年

平成24年

上
海
松
鶴
楼
と
の
業
務
提
携

4
月　
逗
子
：「BLU

E VISTA RIVIERA

」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

６
月　
青
山
：
リ
ビ
エ
ラ
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル 

サ
ロ
ン
開
業

９
月
17
日　
湘
南
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
発
表
会
・
海
の
駅
認
定
式

2013年

平成25年

５
月　
上
海
：「RIVIERA 

松
鶴
楼
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

６
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
カ
フ
ェ 

グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
」
オ
ー
プ
ン

2015年

平成27年

７
月　
逗
子
：RON

 H
ERM

AN

と
業
務
提
携

　
　
　
　
　
　

 「RIVIERA W
EDDING Ron Herm

an

」
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
同
時
に
「Ron Herm

an cafe

」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
ア
パ
レ
ル
のRon Herm

an

も
同
時
オ
ー
プ
ン

2016年

平成28年

10
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
東
京
」
リ
オ
ー
プ
ン

2017年

平成29年

９
月　
池
袋
：
コ
ス
モ
バ
イ
タ
ル
と
の
業
務
提
携

10
月　

 

池
袋
： 

カ
フ
ェ
に
湘
南
ビ
ー
チFM

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

誕
生

　
　
　
池
袋
：FOREST JAZZ

ス
タ
ー
ト

2018年

平成30年

１
月　
池
袋
： 「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ
」に
て
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

の
パ
ン
販
売
ス
タ
ー
ト

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
ね
」（
藤
田
さ
ん
）

料
亭
だ
か
ら
で
き
た
挑
戦 

も
て
な
し
の
本
質
を
極
め
る

　
1
9
8
0（
昭
和
55
）年
ご
ろ
は
、
日
本

料
理
に
は
日
本
酒
を
合
わ
せ
る
の
が
当
た

り
前
と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
す
。
新
た
な

食
文
化
普
及
の
た
め
、
時
代
の
先
駆
者
と

し
て
「
ワ
イ
ン
で
会
席
」
と
銘
打
っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
ワ
イ
ン
と
日
本
料
理
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
広
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
料
亭
な
ら
で
は
の
挑
戦
と
い
え

る
の
が
、
従
来
型
の
宴
会
料
理
か
ら
「
会

席
料
理
」
へ
の
切
り
替
え
で
す
。
こ
れ
は

グ
ル
メ
志
向
の
高
ま
り
に
応
え
た
も
の
。

会
席
料
理
と
は
、「
温
か
い
も
の
は
温
か
い

う
ち
に
。冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち
に
」

と
出
来
立
て
を
お
客
様
へ
提
供
す
る
手
法

で
す
。
一
品
一
品
を
よ
り
丁
寧
に
つ
く
る

会
席
料
理
で
は
、80
席
が
限
界
と
あ
っ
て
、

あ
え
て
部
屋
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
措
置

も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
拡
大
一

辺
倒
の
世
相
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
勇
気
の

要
る
ア
レ
ン
ジ
で
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
時
代
を
先
取
り
す
る

判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
提
案
が 

白
雲
閣
流

　
結
婚
式
と
い
え
ば
、
純
潔
を
象
徴
す
る

白
―
こ
れ
は
挙
式
ス
タ
イ
ル
の
和
洋
を

問
わ
ず
、
長
い
間
の
〝
常
識
〟
で
し
た
。

　
し
か
し
現
在
で
は
、
思
い
思
い
の
色
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
〝
カ
ラ
ー
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
〟が
む
し
ろ〝
常
識
〟。
先
鞭
を

つ
け
た
の
は
、
実
は
白
雲
閣
。
1
9
8
7

（
昭
和
62
）年
の
こ
と
で
す
。〝
自
分
た
ち

ら
し
さ
〟を
求
め
る
お
客
様
の
声
に
真
摯
に

向
き
合
っ
た
末
に
、
辿
り
着
い
た
〝
オ
リ

ジ
ナ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
〟
の
ア
イ
デ
ア
は

人
気
を
博
し
、
見
学
に
訪
れ
た
方
々
が
、

立
教
通
り
に
長
蛇
の
列
を
な
し
た
ほ
ど
で

し
た
。

　
そ
の
後
も
〝
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
〟
や
〝
テ
ー
マ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
〟
な
ど
、

常
に
時
代
を
先
取
り
し
て
お
客
様
に
提
案

し
続
け
、「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の
リ
ビ
エ
ラ
」

と
い
う
評
価
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

名
を
改
め
て
も
不
変
の
哲
学 

変
化
を
し
な
が
ら
強
く
な
る

　
毎
年
夏
季
休
業
を
利
用
し
て
先
駆
的
な

改
装
を
行
い
、
ま
た
木
造
躯
体
の
補
強
を

し
て
き
ま
し
た
。「
伝
統
を
守
り
な
が
ら

も
、
常
に
よ
り
よ
い
変
化
を
模
索
す
る
」

の
が
、
今
の
リ
ビ
エ
ラ
に
続
く
白
雲
閣
の

流
儀
で
す
。

　
「
古
き
良
き
も
の
を
未
来
に
残
す
」と
い

う
一
点
に
お
い
て
、
リ
ビ
エ
ラ
は
頑
固
で

す
。
し
か
し
、
リ
ビ
エ
ラ
が
守
り
た
い
こ

と
の
本
質
は
、
お
客
様
の
感
動
で
す
。
本

質
を
守
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
対
応
を
柔

軟
に
変
え
る
こ
と
を
厭
い
ま
せ
ん
。

　
華
麗
な
施
設
を
備
え
た
ハ
コ
と
し
て
の

宴
会
場
で
あ
る
前
に
、
お
い
し
い
も
の
を

心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
る
料
理
店
で
あ
る
こ

と
。
そ
れ
が
今
の
リ
ビ
エ
ラ
東
京
に
も
引

き
継
が
れ
る
白
雲
閣
の
本
質
で
す
。
そ
の

哲
学
は
、
リ
ビ
エ
ラ
東
京
と
名
を
変
え
て

も
、
い
さ
さ
か
も
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
。

　
き
っ
と
こ
れ
か
ら
先
の
時
代
も
。

　
苦
労
を
重
ね
白
雲
閣
を
創
り
守
り
続
け

た
創
業
者
の
基
盤
を
繋
げ
、
70
年
の
長
き

に
渡
っ
て
こ
こ
池
袋
に
存
在
し
リ
ビ
エ
ラ

東
京
が
商
売
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　

そ
れ
は
地
域
の
皆
様
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
義
理
人
情
に
厚
い
お
取
引
様
に
支
え

ら
れ
、
ま
た
お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い

た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
70
周
年
―
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2004年

平成16年

１
月
23
日　

 「
シ
ー
サ
イ
ド 

リ
ビ
エ
ラ
」
を
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
に
開
業

　
　
　
　
　

 「
シ
ー
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル
」
と
「
ア
ク
ア
」
の
2
バ
ン
ケ
ッ
ト

体
制
で
営
業
を
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
「
20
歳
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
イ
ベ
ン
ト
継
続
開
催

８
月　
池
袋
：「
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」
へ
改
装

2005年

平成17年

７
月　
逗
子
：「
リ
ビ
エ
ラ
プ
ラ
ザ
」
へ
改
装

　
　
　
　
　
　

 「
シ
ー
サ
イ
ド
カ
フ
ェ
」「
R
シ
ョ
ッ
プ
」「
ケ
ー
キ

工
房
」「
フ
ラ
ワ
ー
工
房
」「
写
真
ス
タ
ジ
オ
」「
列
席

控
室
」「
新
規
・
打
合
接
客
ス
ペ
ー
ス
」
完
成

９
月　
逗
子
：「
ク
リ
ス
タ
ル
ヴ
ィ
ラ
」「
ベ
イ
シ
ョ
ア
」
オ
ー
プ
ン

2006年

平成18年

４
月　
池
袋
：「
ク
リ
ス
タ
ル
チ
ャ
ペ
ル
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

7
月　
「
リ
ビ
エ
ラ
青
山
」
を
南
青
山
に
開
業

８
月　
池
袋
：「
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ
」
改
装

2007年

平成19年

フ
ォ
ト
事
業
を
内
製
化

８
月　
池
袋
：「
レ
イ
ラ
ン
デ
ィ
」
へ
改
装

　
　
　
逗
子
：「ZU

SH
I FES

」
初
開
催

2008年

平成20年

銀
座ARM

AN
I

とW
ED

D
IN

G

で
提
携

８
月　
池
袋
：「
モ
ダ
ニ
カ
」
へ
改
装

　
　
　
逗
子
：「
マ
リ
ー
ナ
テ
ラ
ス
」
オ
ー
プ
ン

2009年

平成21年

8
月　
池
袋
： 「
マ
ン
ダ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ
」「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ア
シ
ス
」

へ
改
装

　
　
　
青
山
：「
ア
ネ
ッ
ク
ス
レ
ガ
ー
レ
」
オ
ー
プ
ン

2010年

平成22年

１
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
東
京
」
へ
屋
号
変
更

8
月　
　
　
　
「
バ
ル
コ
ニ
ー
ス
イ
ー
ト
」
へ
改
装

2012年

平成24年

上
海
松
鶴
楼
と
の
業
務
提
携

4
月　
逗
子
：「BLU

E VISTA RIVIERA

」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

６
月　
青
山
：
リ
ビ
エ
ラ
北
里
研
究
所
メ
デ
ィ
カ
ル 

サ
ロ
ン
開
業

９
月
17
日　
湘
南
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
発
表
会
・
海
の
駅
認
定
式

2013年

平成25年

５
月　
上
海
：「RIVIERA 

松
鶴
楼
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

６
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
カ
フ
ェ 

グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
」
オ
ー
プ
ン

2015年

平成27年

７
月　
逗
子
：RON

 H
ERM

AN

と
業
務
提
携

　
　
　
　
　
　

 「RIVIERA W
EDDING Ron Herm

an

」
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
同
時
に
「Ron Herm

an cafe

」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
ア
パ
レ
ル
のRon Herm

an

も
同
時
オ
ー
プ
ン

2016年

平成28年

10
月　
池
袋
：「
リ
ビ
エ
ラ
東
京
」
リ
オ
ー
プ
ン

2017年

平成29年

９
月　
池
袋
：
コ
ス
モ
バ
イ
タ
ル
と
の
業
務
提
携

10
月　

 

池
袋
： 

カ
フ
ェ
に
湘
南
ビ
ー
チFM

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

誕
生

　
　
　
池
袋
：FOREST JAZZ

ス
タ
ー
ト

2018年

平成30年

１
月　
池
袋
： 「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ
」に
て
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

の
パ
ン
販
売
ス
タ
ー
ト

か
つ
て
は
山
門
を
望
ん
だ 

元
禄
以
来
の
名
刹

　
文
京
区
音
羽
の
地
に
建
つ
護
国
寺
は
、

徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
公
の
生
母
・
桂
昌
院

の
発
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
真
言
宗
豊
山

派
の
大
本
山
。
車
で
10
分
の
近
間
も
あ
っ

て
リ
ビ
エ
ラ
東
京
は
、
か
ね
て
格
別
の
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

「
白
雲
閣
さ
ん
は
開
業
70
周
年
…
…
で
す

か
？　
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
そ
ん
な
歳
月

が
流
れ
た
わ
け
で
す
ね
」

　

温
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
の
は
、
第

五
十
三
世
貫
首・大
僧
正
の
岡
本
永
司
師
。

「
白
雲
閣
と
僧
侶
と
し
て
の
私
は
、い
わ
ば

〝
同
級
生
〟で
す
。
私
は
昭
和
25
年
に
学
業

を
お
え
て
、
板
橋
区
大
原
町
の
自
寺
・
長

徳
寺
の
住
職
に
就
き
ま
し
た
。と
同
時
に
、

戦
災
を
免
れ
た
護
国
寺
に
も
奉
職
。
当
時

こ
の
辺
り
は
、
池
袋
の
駅
前
か
ら
護
国
寺

方
面
に
チ
ン
チ
ン
電
車
と
し
て
親
し
ま
れ

た
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
て
、
護
国
寺
と

長
徳
寺
を
一
日
に
何
回
も
往
復
し
て
い
ま

し
た
。
22
歳
の
私
は
長
徳
寺
の
戦
災
復
興

に
奔
走
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
檀
信

徒
さ
ん
た
ち
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
た

の
が
白
雲
閣
。
闇
市
と
バ
ラ
ッ
ク
が
広
が

る
ば
か
り
だ
っ
た
池
袋
に
壮
麗
な
料
理
屋

が
あ
る
ら
し
い
、
法
事
の
後
の
食
事
は
少

し
贅
沢
し
て
み
よ
う
か
…
…
と
い
う
わ
け

で
す
ね
。

自
然
と
白
雲
閣
に
つ
い
て
見
聞
き
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
し
、
護
国
寺
で
の
務
め
を

通
し
て
、
堀
江
浅
蔵
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
白
雲
閣
の
皆
さ
ん
と
直
接
知
り
合
う
こ

と
と
も
な
り
ま
し
た
。
リ
ビ
エ
ラ
と
名
前

が
変
わ
っ
た
今
も
創
業
の
精
神
が
変
わ
る

こ
と
な
く
、
真
摯
に
お
客
様
に
お
も
て
な

し
す
る
姿
勢
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
」

「
白
雲
閣
の
料
理
に
惹
か
れ
た
の
は
、

近
隣
の
檀
信
徒
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
山
は
大
本
山
で
す
か
ら
、
僧
侶

の
会
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
席
に
ふ
さ
わ

し
い
設
え
と
料
理
が
供
さ
れ
る
店
と
い
え

ば
、
こ
の
界
隈
で
は
白
雲
閣
。
し
ば
し
ば

お
世
話
に
な
っ
た
も
の
で
す
」（
岡
本
師
）

創
業
者
の
墓
を
詣
で 

貫
首
の
法
話
に
心
を
養
う

　
堀
江
浅
蔵
が
墓
所
を
贖
っ
た
の
も
護
国

寺
。
池
袋
を
見
下
ろ
す
位
置
に
ひ
っ
そ
り

と
立
っ
た
墓
碑
の
下
に
は
、
浅
蔵
・
マ
チ

夫
妻
の
ほ
か
、
痛
恨
の
出
火
事
故
に
際
し

て
犠
牲
と
な
っ
た
愛
娘
や
、
浅
蔵
が
郷
里

か
ら
移
し
た
縁
者
ら
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
最
初
の
社
員
総
会
の
朝
は
こ
の

墓
所
に
参
り
、
社
員
全
員
で
貫
首
様
の
ご

法
話
を
伺
う
の
が
、
白
雲
閣
の
習
い
と
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
一
年
に
向
け
て
心
を

養
う
こ
の
大
切
な
慣
行
は
、
リ
ビ
エ
ラ
と

な
っ
た
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
開
業
以
来
の
お
付
き
合
い
を
賜
り
、
創

業
者
が
思
い
を
寄
せ
た
名
刹
は
、
今
も
リ

ビ
エ
ラ
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
す
。
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　長年のご厚情に心から感謝し、ご冥福をお祈り申し上げます。

リビエラの
心の拠りどころ護国寺

白雲閣メモリーズ ①
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豊島区長

高野之夫さん
T A K A N O  Y U K I O

1937（昭和12）年東京都豊島区生まれ。
立教大学経済学部卒業。卒業後は、池袋
西口にあった芳林堂ビルの最上階で古書
店「高野書店」を経営。1983年豊島区議会
議員に初当選。1989年6月東京都議会議
員に転じた後、1999年豊島区長選挙に初
当選。以来6期21年にわたり現職。公益財
団法人としま未来文化財団理事長兼任。

Profile
高野之夫
TAKANO YUKIO

RIVIERA INTERVIEW VOL.8

生まれも育ちも豊島区西池袋。リビエラ東京からほど近いこの街の古書店主として
地域の声望を集め、区議・都議を経て、区長に就任。少子高齢化のトレンドを受けて

一時は「東京23区で唯一の“消滅可能性都市”」となった豊島区を
区民参加の「女性が暮らしやすい街づくり」と

劇場整備を始めとする文化事業推進で「借りて住みたい街」へとV字回復に導く……。
地元愛とリーダーシップで21年の長きにわたり

29万人都市を牽引し続ける高野之夫豊島区長にお話を伺いました。

愛する街を、誰もが主役の
「劇場都市」にする

12Winter 2020



仲道郁代サロンコンサート
リビエラ東京に於いて

白
雲
閣
と
も
重
な
る 

少
年
の
日
々
の
記
憶

―
高
野
区
長
は
生
粋
の
〝
池
袋
っ
子
〟。

卒
業
さ
れ
た
小
学
校
も
、
リ
ビ
エ
ラ
東
京

か
ら
徒
歩
で
10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。

高
野　
2
0
2
0
年
は
「
白
雲
閣
」
開
業

か
ら
70
年
の
佳
節
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、

ず
い
ぶ
ん
と
長
き
に
わ
た
る
ご
近
所
付
き

合
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
白
雲

閣
が
建
っ
た
と
き
の
こ
と
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
戦
後
ま
も
な
い
当
時
、
あ
の
辺

り
は
私
た
ち
近
所
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、

楽
し
い
遊
び
場
で
し
た
。

　

遊
び
場
と
い
っ
て
も
、
ブ
ラ
ン
コ
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
よ
う
な
遊
具
が
整
備

さ
れ
た
公
園
が
あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま

て
い
ま
す
。
夥
し
く
灯
る
色
と
り
ど
り
の

ネ
オ
ン
も
、
街
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
と

捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
発
展
し
、
変

わ
っ
て
い
く
街
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
私

は
、
こ
の
街
を
少
し
で
も
良
く
し
た
い
、

生
ま
れ
育
っ
た
街
だ
か
ら
―
と
い
う
思

い
を
強
く
し
て
い
き
ま
し
た
。
外
か
ら
街

を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
の
魅
力
と
、
内
側

で
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
、
必
ず

し
も
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　
こ
の
思
い
を
同
じ
く
す
る
街
の
方
々
に

背
を
押
さ
れ
、
長
く
支
え
ら
れ
て
、
私
は

議
員
に
な
り
ま
し
た
。「
わ
が
街
だ
か
ら

こ
そ
な
ん
と
か
し
た
い
」
と
い
う
志
は
、

区
議
・
都
議
の
こ
ろ
も
、
区
長
を
務
め
る

今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
消
滅
可
能
性
」
の
解
消 

住
み
た
く
な
る
街
づ
く
り

―
2
0
1
4
年
、
日
本
創
成
会
議
が

公
表
し
た「
消
滅
可
能
性
都
市
」で
、
豊
島

区
は
東
京
23
区
で
唯
一
リ
ス
ト
入
り
。
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
衝
撃
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
ま
し
た
。

高
野　
池
袋
駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
見
て
い

る
と
、
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
〝
消

滅
〟
で
す
が
、
こ
の
指
標
は
「
出
産
適
齢

に
あ
る
女
性
住
民
の
数
が
半
減
」
と
い
っ

た
人
口
動
態
予
測
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
池
袋
駅
と
い
う
交
通
要
衝
を
持
つ
豊
島

区
は
多
く
の
人
々
が
通
過
し
て
い
く
街
。

せ
ん
。
今
の
姿
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
焼
け
野
原
に

な
っ
た
池
袋
は
、
あ
の
こ
ろ
戦
後
の
食
糧

難
に
伴
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
巨
大
化
し
、
駅

か
ら
二
股
交
番
辺
り
ま
で
伸
び
て
い
ま
し

た
。
駅
前
を
少
し
離
れ
る
と
点
々
と
畑
が

残
っ
て
い
た
し
、
小
さ
な
民
家
が
並
ぶ
住

宅
街
は
、人
通
り
も
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
て
、

私
た
ち
は
日
が
暮
れ
る
ま
で
、
野
原
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

街
の
変
遷
を
目
の
当
た
り
に 

生
活
者
の
ひ
と
り
と
し
て

高
野　
そ
ん
な
地
に
、
あ
る
と
き
姿
を
現

し
た
の
が
白
雲
閣
で
し
た
。
や
ん
ち
ゃ
盛

り
の
子
ど
も
の
目
に
は
、ま
さ
に
忽
然
と
、

壮
麗
な
お
城
が
現
れ
た
よ
う
に
さ
え
見
え

ま
し
た
。
あ
れ
は
2
階
建
て
だ
っ
た
の
か

な
？―

木
造
3
階
建
て
、
で
し
た
。

高
野　
実
に
立
派
な
建
物
で
し
た
よ
ね
。

私
た
ち
子
ど
も
は
、
中
に
足
を
踏
み
入
れ

る
な
ど
及
び
も
つ
か
な
か
っ
た
。
白
雲
閣

は
、
偉
い
大
人
た
ち
が
ご
馳
走
を
食
べ
る

場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

　
私
は
大
学
も
立
教
で
す
か
ら
、
毎
日
、

白
雲
閣
の
前
を
通
っ
て
は
「
い
つ
か
こ
こ

を
接
待
に
使
う
身
分
に
な
り
た
い
」
な
ど

と
夢
想
し
た
も
の
で
す
。
私
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
あ
の
こ
ろ
の
立
教
大
生
は
、
大
半
が

そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
は
ず
。
高
度

経
済
成
長
路
線
を
ひ
た
走
っ
て
、
組
織
で

の
立
身
出
世
が
、
何
よ
り
の
甲
斐
性
と
さ

れ
た
時
代
の
こ
と
で
す
。

　
そ
う
い
う
時
代
の
価
値
観
の
中
で
発
展

し
て
い
っ
た
の
が
、
都
内
有
数
の
繁
華
街

と
し
て
の
池
袋
で
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
だ
が
、
半
面
、
街
並
み
は
雑
然
と
し

て
、
い
つ
し
か
混
沌
と
し
た
感
じ
に
さ
え

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
移
り
変
わ
り
を

私
は
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
街
で
暮
ら
す
者
の
ひ
と
り
と
し
て
。

わ
が
街
だ
か
ら
こ
そ 

な
ん
と
か
し
た
い

―
高
野
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、
池
袋

駅
前
で
古
書
店
を
経
営
。
45
歳
の
と
き
政

界
進
出
し
、
豊
島
区
議
2
期
、
東
京
都
議

3
期
。
1
9
9
9
年
に
豊
島
区
長
に
初
当

選
し
、
以
来
現
在
ま
で
6
期
連
続
21
年
の

区
政
は
、
東
京
都
の
区
政
と
し
て
史
上
最

長
。

　
近
年
で
は
、
手
塚
治
虫
ら
黎
明
期
の
マ

ン
ガ
家
た
ち
が
暮
ら
し
た
区
内
の
木
造
ア

パ
ー
ト
「
ト
キ
ワ
荘
」
の
復
元（「
ト
キ
ワ

荘
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
２
０
２
０
年

３
月
完
成
）や
、
中
国・韓
国
と
の
文
化
交

流（
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
）、
池
袋
西
口

公
園
の
再
整
備
、
区
立
芸
術
文
化
劇
場
の

開
設
な
ど
文
化
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
、

豊
島
区
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を
リ
ー
ド
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
野　
都
市
と
は
生
き
も
の
で
す
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
表
情
が
あ
っ
て
い
い
と
思
っ
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1.�Hareza池袋の「東京建物Brillia�
HALL」（区立芸術文化劇場）が
2019年11月1日オープン。
2.�池袋西口に野外劇場「グローバル
リング」が2019年11月16日
オープン。

1 2

通
り
を
賑
わ
す
人
々
も
、
用
事
が
済
め
ば

帰
っ
て
し
ま
う
。
特
に
池
袋
は
駅
ビ
ル
が

発
展
し
商
業
施
設
が
充
実
し
、
ま
す
ま
す

便
利
に
は
な
り
ま
し
た
が
、駅
か
ら
出
ず
に

帰
っ
て
し
ま
う
「
い
け
ぶ
く
ろ（
池
袋
）」
な

ら
ぬ
「
え
き
ぶ
く
ろ（
駅
袋
）」
と
い
う
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
住
ん
で
、家
族
を
つ

く
り
、子
を
産
み
育
て
る
街
で
は
な
い
―

課
題
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
人
口
を
保
つ
た
め
、
子

育
て
世
代
の
女
性
が
定
住
し
て
く
れ
る
街

づ
く
り
を
し
よ
う
。
女
性
に
や
さ
し
い
街

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
や

年
配
者
、
外
国
人
…
…
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
も
住
み
や
す
い
街
に
な
る
は
ず
。

　
そ
う
考
え
て
対
策
部
局
を
つ
く
り
、
矢

継
ぎ
早
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
行
し
ま

し
た
。
防
犯
対
策
、
住
宅
供
給
支
援
、
認

可
保
育
所
の
新
設
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
学

習
支
援
、
公
園
整
備
…
…
そ
れ
こ
そ
思
い

つ
い
た
ら
予
算
の
許
す
限
り
次
々
に
。

　
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
か
ら
、

と
き
に
「
朝
令
暮
改
」
と
お
叱
り
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
各
商

店
街
の
関
係
者
な
ど
多
く
の
心
あ
る
方
々

の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
区
民
参
加
型
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
が
奏
功
し
、
2
0
1
8
年
に
は
40
年

ぶ
り
に
区
民
人
口
29
万
人
を
突
破
。
消
滅

可
能
性
の
危
機
は
、
ひ
と
ま
ず
解
消
す
る

に
い
た
り
ま
し
た
。

区
民
と
一
緒
に
見
ら
れ
る 

夢
が
元
気
の
源

―
高
野
区
政
で
は
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
都
市
を
掲
げ
、Hareza

池
袋
な
ど

の
文
化
拠
点
を
整
備
さ
れ
、音
楽
や
演
劇
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
誰
も
が
文
化
・
芸
術

を
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
街
づ
く
り
に
も

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
野　
去
る
11
月
に
は
、
池
袋
東
口
に

宝
塚
や
歌
舞
伎
か
ら
ア
ニ
メ
ま
で
楽
し
め
る

「H
areza

池
袋
」が
、
池
袋
西
口
に
野
外
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
が
楽
し
め
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ン
グ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
世
界
の
一
流
都
市
は
、
一
流
の
ホ
ー
ル

を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
外
の
人
々
を

そ
の
街
に
引
き
寄
せ
、
住
民
が
誇
り
を
抱

け
る
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
ホ
ー
ル

で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
豊
島
区
も
ハ
コ

モ
ノ
は
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
先
、
肝
心
な
の
は
、
充
実
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
獲
得
で
す
。
若
き
音
楽
家
を

支
援
す
る
と
共
に
、
気
軽
に
住
民
が
コ
ン

サ
ー
ト
に
行
く
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、

毎
月
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
さ
れ
て
い
る
リ
ビ
エ
ラ
東
京
の
様
な

民
間
で
の
動
き
も
、
豊
島
区
が
掲
げ
る

「
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」に
寄

与
し
、
あ
り
が
た
い
存
在
で
す
。
今
の
私

の
夢
の
ひ
と
つ
は
、
世
界
中
の
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
こ
ぞ
っ
て
「
豊
島
区
で
公
演

し
た
い
」「
豊
島
区
民
に
見
て
ほ
し
い
」
と

言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

　
区
民
と
一
緒
に
見
ら
れ
る
こ
の
夢
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
私
は
ま
だ
ま
だ
元
気
に
頑

張
れ
る
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
70
年
間
、
良
き
企
業
区
民
で
あ
り

続
け
て
く
だ
さ
っ
た
リ
ビ
エ
ラ
東
京
も
、

わ
が
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
。
リ
ビ
エ

ラ
東
京
と
名
前
を
変
え
た
今
日
も
、
白
雲

閣
の
こ
ろ
と
変
わ
ら
な
い
品
格
と
味
、
お

も
て
な
し
を
頑
な
に
保
ち
続
け
て
く
れ
た

こ
と
が
、
池
袋
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
共
に
歩
ん
で
ほ
し
い
。
愛

す
る
街
の
一
員
と
し
て
。

RIVIERA INTERVIEW
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～守ろう、輝くいのち　広げよう、生きる喜び～
逗子マリーナの潮風を感じペットとのんびり過ごすチャリティイベント

2020

1 19SUN.
10：00～15：00 小雨決行、荒天中止
チャリティー参加料 おひとり1,000円以上

リビエラ逗子マリーナ
プールサイド特設会場
〒249-0008 神奈川県逗子市小坪5-23-16
■ JR鎌倉駅、JR逗子駅、京急新逗子駅より車で7分
■ JR鎌倉駅から15分毎に無料シャトルバス運行
ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。

逗子マリーナペットフェスタ実行委員会事務局
TEL：0467-24-1000
https://www.riviera.co.jp/event/pet_festa/

【主 催】 逗子マリーナペットフェスタ実行委員会
【共 催】株式会社リビエラリゾート
【後 援】 神奈川県、逗子市、鎌倉市 、神奈川県獣医師会、神奈川新聞社、tvk（テレビ神奈川） 

FM ヨコハマ、 株式会社ジェイコム湘南・神奈川、Hawaii.jp、横浜ドッグウィーク
実行委員会

【協 力】 湘南ビーチ FM、有限会社レイランド・クロウ、株式会社プラス・ワン、 
株式会社ドッグラン・ラボ

人とペットの豊かな暮らしを応援し、ペット愛護の啓蒙活動とともに
より良い共生社会について発信するイベントです。

堺�正章 鈴木英人 北原照久波留敏夫

©Eizin Suzuki

杉本�彩 河村隆一黒岩知事

スペシャルサポーター・オークション出品者  ※敬称略・順不同

ペット同伴クルーズ・
ファッションショー チャリティオークション

譲渡会・グッズ販売・
ペットフード販売等

第3回 逗子マリーナペットフェスタ

先着順で
鈴木英人さんイラスト入り

お散歩
バッグ
プレゼント

チャリティ
オークション
開催

Pet Festa
チャリティライブ

中沢ノブヨシ／高畠薫／
小川コータ＆とまそん

イベント売上の一部は「かながわペットのいのち基金」へ寄付いたします

同時開催
『リビエラマルシェ』

パン祭り

ペットOK！
レストラン
特別ランチ
開催決定

最新情報やオークション出品グッズはWEB・SNSで随時発表！お見逃しなく！

InstagramWEB
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2020.3.26
「MALIBU HOTEL」誕生

目の前に広がるのは
さえぎるものが何もない澄みわたった青い空と水平線

そして雄大にして美しい富士山の眺め

日常の喧騒を離れて非日常のときを愉しむ
ここは　自分が自分に還ることのできる場所

2020年3月26日
リビエラ逗子マリーナが

滞在型リゾートに生まれ変わります

16Winter 2020



新
た
な
扉
が
開
か
れ
る 

マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
へ
よ
う
こ
そ

　
16
万
3
，0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
を
持
つ
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の

一
角
に
、
ス
モ
ー
ル
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た「
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
」が

2
0
2
0
年
3
月
26
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
す
。
オ
ー
ル
ス
イ
ー
ト
の

11
室
を
備
え
た
4
階
建
て
の
ホ
テ
ル
は
、

す
べ
て
の
お
部
屋
に
大
き
な
窓
と
テ
ラ
ス

を
設
え
、
海
を
望
む
富
士
山
ビ
ュ
ー
。
ク

ル
ー
ザ
ー
や
ヨ
ッ
ト
が
出
帰
港
す
る
光
景

を
間
近
に
眺
め
な
が
ら
、
季
節
や
時
間
帯

に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
自
然
美
を
楽
し

め
る
ベ
ス
ト
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
な

が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
湘
南
・
鎌
倉
・
三
浦

半
島
エ
リ
ア
に
は
宿
泊
施
設
が
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
日
帰
り
旅
行
と
い
う

選
択
肢
し
か
な
く
、
滞
留
時
間
が
短
い
た

め
に
、
地
域
の
魅
力
を
充
分
に
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
実
状
で

し
た
。

　
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
の
誕
生
に
よ
り
、
東
京

都
心
か
ら
50
分
の
好
立
地
で
、
海
外
の
高

級
リ
ゾ
ー
ト
地
を
訪
れ
た
時
と
同
じ
よ
う

に
、
ホ
テ
ル
に
ゆ
っ
た
り
と
滞
在
し
、
心

身
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
充
足
感
を
得

る
。
こ
の
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
時
間
の
目
的

は
「
自
分
が
自
分
に
還
れ
る
場
所
」。
心

の
赴
く
ま
ま
に
、
寛
い
で
、
自
然
を
味
わ

い
、
想
像
以
上
の
驚
き
と
喜
び
と
の
出
会

い
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

大
自
然
を
満
喫
す
る 

体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
は
、「
マ
リ
ブ

ホ
テ
ル
」
を
拠
点
と
し
て
海
や
街
、
歴
史

を
存
分
に
満
喫
で
き
る
一
大
マ
リ
ー
ナ

リ
ゾ
ー
ト
。
ホ
テ
ル
の
目
の
前
に
広
が
る

ハ
ー
バ
ー
か
ら
出
航
し
て
江
ノ
島
や
葉
山

を
海
上
か
ら
散
策
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
空
と
海
が
ひ
と
つ
に

な
る
青
い
世
界
へ
と
、
ゲ
ス
ト
の
皆
様
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
湘
南
地
区
唯

一
の
フ
ラ
イ
ボ
ー
ド
、
テ
ニ
ス
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ヨ
ガ
な
ど
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
充
実
し
て
お
り
、
新
し

い
体
験
か
ら
新
た
な
扉
が
開
か
れ
、
旅
の

醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
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LUXURY SUITE
ACCOMMODATIONS

や
わ
ら
か
な
海
風
が
吹
き
抜
け
る 

非
日
常
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
空
間

　
全
11
室
あ
る
お
部
屋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

異
な
る
時
間
と
空
気
が
流
れ
、
訪
れ
る

た
び
に
新
し
い
発
見
に
出
会
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。イ
ン
テ
リ
ア
は
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
ト
ッ
プ
20

に
選
出
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
最
も

ホ
ッ
ト
な
「ALEXAN

D
ER D

ESIG
N

（
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー 

デ
ザ
イ
ン
）」が
監
修

を
手
が
け
、
落
ち
着
い
た
中
に
も
洗
練
さ

れ
た
空
間
が
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ひ
と

時
へ
と
誘
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
」は
、
災
害
時

に
電
気
自
動
車
か
ら
ホ
テ
ル
の
照
明
や
コ

ン
セ
ン
ト
に
電
力
が
供
給
で
き
る
V
2
B

（Vehicle to building

）の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
日
本
初
の
ホ
テ
ル
で
す
。

1.  全室50平方メートル以上のオール
スイートのどの客室からも、開放
的な眺めが楽しめます。大切な
家族のペットも一緒にお過ごし
いただけるお部屋もご用意。

2.  お部屋では、アメリカの5つ星
ホテルのスパでも愛用されてるク
レイドを使用した「CLAYD SPA

（クレイド スパ）」を体験していた
だくことも。

3.  マリブファームのお料理を客室に
お届けするルームサービスもござ
います。ご希望のお客様には、
和朝食のメニューもご用意いたし
ます。

THE MALIBU SUITE（ザ マリブ スイート）
93 平方メートルの広さを誇る「マリブホテル」のシグネチャールーム。独立したセパレートタイプ
のベッドルームからもリビングからも、広々としたバルコニーへとつながっています。ゆったりと
したソファで寛いだり、ジェットバスでバスタイムを満喫したり。窓を開放して心地良い潮風をベッド
ルームでまどろみながらお楽しみください。

1

23

18Winter 2020



more information

「マリブホテル」のオフィシャルホーム
ページがオープンしました
ご予約はこちら
https//www.riviera.co.jp/
malibuhotel/

DINING BY THE SEA RESTAURANT & BAR

PRIVATE SETTING

L.

A.

発
、日
本
初
上
陸
の
レ
ス
ト
ラ
ン 

「
マ
リ
ブ
フ
ァ
ー
ム
」
ほ
か 

海
に
佇
む
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
A
O
」 

メ
イ
ン
バ
ー
も

　
セ
レ
ブ
の
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ

L.

A.

屈
指
の
景
勝
地
マ
リ
ブ
。
そ
の

象
徴
で
あ
る
桟
橋
に
佇
み
、
絶
大
な
る
人

気
を
誇
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ
リ
ブ
フ
ァ
ー

ム
」
が
日
本
初
上
陸
。
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

の
「H

elen H
enderson

（
ヘ
レ
ン
・
ヘ
ン

ダ
ー
ソ
ン
）」
さ
ん
が
考
案
す
る
料
理
は
、

厳
選
し
た
素
材
の
美
味
し
さ
が
際
立
ち
、

身
体
に
も
優
し
い
と
海
外
セ
レ
ブ
に
絶
賛

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
7
店
舗
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
米
国
で
は
、
ヘ
ル
シ
ー
思
考
や
地
球
環

境
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
ヘ
レ
ン
さ
ん

自
ら
営
む
小
さ
な
農
場
で
採
れ
た
野
菜
を

は
じ
め
、
食
材
は
す
べ
て
ヘ
レ
ン
さ
ん
が

生
産
者
の
人
と
な
り
を
よ
く
知
る
地
産
の

逸
品
ば
か
り
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
同
じ

く
し
て
、
循
環
型
農
法
を
用
い
て
社
員

自
ら
野
菜
栽
培
を
す
る
な
ど
「
リ
ビ
エ
ラ

未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
続

け
る
リ
ビ
エ
ラ
と
ヘ
レ
ン
さ
ん
の
取
り
組

み
と
心
意
気
が
合
致
し
、
逗
子
マ
リ
ー
ナ

へ
マ
リ
ブ
フ
ァ
ー
ム
の
出
店
が
実
現
し
ま

し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
現
地
の
レ
シ
ピ
を
も
と

に
、
地
元
鎌
倉
の
新
鮮
素
材
や
相
模
湾
の

魚
介
類
を
を
用
い
た
日
本
限
定
メ
ニ
ュ
ー

も
登
場
し
ま
す
。

ー
そ
の
瞬
間
、
そ
の
場
所
で
ー

　
穏
や
か
な
陽
光
が
楽
し
め
る
時
間
や
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
出
現
す
る
日
に

は
、
最
も
眺
め
の
良
い
場
所
で
。
季
節
や

天
候
、
自
然
条
件
な
ど
、
そ
の
瞬
間
、
そ

の
場
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
体
験
を
ご

提
案
い
た
し
ま
す
。
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ

リ
ー
ナ
の
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
登
場
す
る
の
か
を
、

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

4.  現地でも人気の「プラータチーズとフルーツのサ
ラダ」（写真 4）や、日本限定メニュー「クラムチャ
ウダー マリブファームスタイル」も。

5.  ヨットマンをはじめ海に集う人達を見守り続け
てきた海に佇むプライベートバー「THE BAR」

6.  「マリブホテル」のシグネチャーレストラン「リ
ストランテAO」は、すべての席がオーシャン
ビューの特別感。地元産の新鮮な食材を使った
イタリアンで、記憶に深く刻まれるひと時を。

4

56
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リ
ビ
エ
ラ 

未
来
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

“
大
自
然
と
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
”
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
S
D
G
s
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
様
々
な

活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
未
来
創
り
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

第 6 回

“エコロジータウン”構想が実現されるEV活用
「マリブホテル」で進める“業界初”の試み

今
で
き
る
こ
と
を 

現
実
的
に
躊
躇
な
く

　
化
石
燃
料
に
依
存
せ
ず
、
燃
焼
に
よ
る

二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
発
生
を
伴
わ
な

い
〝
持
続
可
能
〟
な
発
電
シ
ス
テ
ム
。
風

力
発
電
と
並
ぶ
そ
の
代
表
格
が
、
太
陽
電

池
パ
ネ
ル（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）を
使
っ
た

「
太
陽
光
発
電
」
で
す
。

　
現
代
の
世
の
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
同
様
に
、

リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
い
ず
れ
も
電
力
消
費
な
し
に

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
マ
リ
ー

ナ
で
は
機
材
設
備
の
動
力
と
し
て
。
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す

る
お
も
て
な
し
の
現
場
で
は
、
調
理
用
の

オ
ー
ブ
ン
や
演
出
に
電
気
を
使
い
ま
す
。

そ
れ
ら
す
べ
て
を
太
陽
光
由
来
に
転
換
す

る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
現
実
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
今
で
き
る
こ

と
に
は
躊
躇
な
く
取
り
組
み
た
い
。

　
環
境
保
全
を
掛
け
声
だ
け
に
終
わ
ら
せ

な
い
の
は
、
小
さ
な
実
行
の
積
み
重
ね
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
思
い
か
ら
、
リ
ビ
エ
ラ
は
こ
れ
ま

で
に
も
、
太
陽
光
発
電
の
現
実
的
な
利
用

法
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
岸
壁
に
貼
ら

れ
た
薄
膜
太
陽
光
パ
ネ
ル
。
海
に
面
し
て

伸
び
る
岸
壁
は
、
長
時
間
を
陽
に
照
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
発
電
に
活
用
し
た

の
は
、
マ
リ
ー
ナ
と
し
て
は
日
本
初
。

　
ま
た
、
リ
ビ
エ
ラ
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー

ナ
の
あ
る
小
網
代
湾
で
は
、
世
界
初
の
急

速
充
電
型
電
池
推
進
船『
ら
い
ち
ょ
う
S
』

を
シ
ャ
ト
ル
ボ
ー
ト
と
し
て
運
用
し
て
い

ま
す
。
東
京
海
洋
大
学
と
の
共
同
研
究
で

生
ま
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
推
進
の
こ
の
小
船

は
、
お
客
様
を
お
乗
せ
し
て
、
穏
や
か
な

湾
内
を
静
か
に
軽
快
に
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
太
陽
光
。

　
い
ず
れ
も
今
の
リ
ビ
エ
ラ
が
、
実
力
相

応
に
で
き
る
こ
と
で
す
。

平
常
時
と
非
常
時
の
流
用
を 

可
能
に
す
る
リ
ビ
エ
ラ
の
提
案

　

リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
で
は
、

2
0
0
2
年
か
ら
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン

逗
子
マ
リ
ー
ナ
」
を
掲
げ
て
街
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、「
大
地
・
大
気
・
大
海
」
の

エ
コ
ロ
ジ
ー
を
考
え
る
上
で
C
O
2
削
減

に
つ
な
が
る
太
陽
光
の
利
用
や
循
環
型
農

法
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
危
惧
し

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
全
廃
止
や

地
域
の
方
と
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
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EV活用の現状と有用性についての講演会は、日産にご協力
いただき、2時間かけて全社員が学んだ。
日産自動車㈱ 日本事業広報渉外部 担当部長（渉外）
大神希保さん

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
チ
ャ
ー
ジ
の
意
義 

社
員
総
会
で
共
有

「
リ
ー
フ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
携
帯
電
話

な
ら
約
6
0
0
0
台
を
フ
ル
充
電
で
き
ま

す
。
去
る
9
月
の
台
風
15
号
被
害
に
よ
る

千
葉
県
長
期
停
電
の
際
、
非
常
用
電
源
と

し
て
リ
ー
フ
を
延
べ
51
台
、
被
災
現
地
に

派
遣
し
ま
し
た
」（
大
神
さ
ん
）

　
千
葉
の
被
害
は
、
台
風
被
害
を
何
度
も

経
験
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
で
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

導
入
を
前
に
、
従
業
員
が
通
勤
時
に
使
用

す
る
車
両
の
E
V
買
い
替
え
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
国
か
ら
の
補
助
金
に

加
え
て
、
リ
ビ
エ
ラ
の
福
利
厚
生
と
し
て

購
入
費
補
助
の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
平
常
時
の
C
O
2
削
減
に
寄
与
す

る
目
的
と
、
災
害
時
の
充
電
バ
ッ
テ
リ
ー

確
保
の
た
め
で
す
。

　
リ
ビ
エ
ラ
で
は
経
営
と
社
員
の
意
思
疎

通
を
図
る
目
的
で
毎
月
開
催
す
る
社
員
総

会
に
、
日
産
自
動
車
の
大
神
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
E
V
車
の

可
能
性
を
全
社
で
共
有
す
る
た
め
で
す
。

V
2
B
導
入
や
従
業
員
の
E
V
所
有
率
を

向
上
さ
せ
る
意
義
と
、
リ
ビ
エ
ラ
未
来
創

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
る
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
環
境
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

E
V
を
い
つ
も
の
時
は
移
動
手
段
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
き
、
も
し
も
の
時
に
は

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
活
用
す
る
と

い
う
『
い
つ
も
と
も
し
も
』
の
組
み
合
わ

せ
を
推
進
し
た
い
」
と
話
す
の
は
、
日
産

自
動
車
の
広
報
渉
外
担
当
部
長
・
大
神
希

保
さ
ん
で
す
。

　
マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
で
は
、
業
務
用
車
両
や

従
業
員
の
車
両
を
E
V
に
転
換
。
お
客

様
が
E
V
で
来
場
の
際
は
ホ
テ
ル
に
設

置
し
た
P
C
S（Power Conditioning 

System

）で
充
電
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
で
外
部
電
力
の
供
給
が

止
ま
っ
た
際
、
業
務
用
車
両
と
従
業
員

の
車
両
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
あ
る
電
気

を
、
P
C
S
か
ら
ホ
テ
ル
館
内
の
非
常

用
電
源
と
し
て
用
い
る
W
P
C（W

ork 
Place Charging

）と
B
C
P（Business 

Continuity Planning

：
事
業
継
続
計
画
）

の
融
合
で
す
。

シ
ョ
ン
で
す
。

E
V
か
ら
の
電
力
を 

ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
の
コ
ン
セ
ン
ト
で

　
ホ
テ
ル（
ビ
ル
）屋
上
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

と
、駐
車
場
の
E
V
を
繋
ぐ「
V
2
B
」。同

じ
こ
と
を
一
般
家
屋
で
行
え
ば
、Vehicle 

to H
om

e

で
「
V
2
H
」
と
な
る
―
と
、

こ
こ
で
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ

ン
ト
は
、
言
葉
の
位
置
関
係
。
V
2
す
な

わ
ち
「
車
か
ら
」
で
あ
る
こ
と
。
E
V
か

ら
建
物
へ
電
気
を
送
れ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

「
E
V
は
、
い
わ
ば
〝
走
る
蓄
電
池
〟。
建

物
の
配
電
シ
ス
テ
ム
に
繋
げ
ば
、
E
V
の

電
気
を
建
物
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
使
え

ま
す
。
最
新
型
リ
ー
フ
の
バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
は
一
般
家
庭
の
電
力
使
用
量
2
〜
4

日
分
。
太
陽
光
発
電
と
E
V
か
ら
の
屋
内

給
電
を
併
用
す
れ
ば
、
外
部
電
力
へ
の
依

存
は
格
段
に
減
る
は
ず
。

い
よ
い
よ
3
月
に
開
業
が
迫
っ
た
「
マ
リ

ブ
ホ
テ
ル
」
で
も
、
リ
ビ
エ
ラ
は
、
今
で

き
る
こ
と
を
実
行
し
ま
す
。

　
来
場
さ
れ
る
お
客
様
に
便
利
に
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社

員
へ
の
福
利
厚
生
も
含
め
る
こ
と
で
、
非

常
時
に
も
配
慮
す
る
事
業
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
平
常
時
に
は
、
太
陽
光
発
電
を

利
用
し
E
V
の
充
電
を
行
う
と
同
時
に
、

電
力
消
費
の
高
い
時
間
帯
は
太
陽
光
発
電

や
E
V
で
賄
い
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
し
な
が
ら

C
O
2
削
減
に
も
寄
与
す
る
。（
い
つ
も
）

　
そ
し
て
、
災
害
等
で
停
電
時
に
は
ホ
テ

ル
館
内
で
使
う
電
力
の
一
部
を
E
V
で
賄

う
こ
と
。（
も
し
も
）

　
今
回
私
た
ち
リ
ビ
エ
ラ
が
着
目
し
た
の

が
、「
V
2
B
」。
こ
れ
は
、Vehicle to 

Building

の
略
で
、
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
電
気
自
動
車

（
E
V
）を
連
動
さ
せ
た
環
境
ソ
リ
ュ
ー

リビエラ 未来創 りプロジェクト
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本
場
で
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

豪
華
で
巨
大
な
ヨ
ッ
ト

　
ヨ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
日
本
語
で
は
も
っ

ぱ
ら
風
を
は
ら
ん
だ
帆
で
進
む
小
型
船
の

イ
メ
ー
ジ
。
し
か
し
、
欧
米
の
言
語
で
は

違
い
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
と
は
、
本
来
「
豪
華

な
遊
行
船
」
の
意
味
。
帆
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
船
体
の
大
き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
。

　
肝
心
な
の
は
〝
大
型
で
豪
華
〟
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
が
本
場
の
価
値
観
で
す
。

　
日
本
で
お
な
じ
み
の
ヨ
ッ
ト
は
、
大
型

の
ク
ル
ー
ザ
ー
で
も
全
長
40

ft（
約
13
m
）

前
後
で
す
が
、
欧
米
で
は
全
長
24
m
以
上

の「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ
る
ビ
ッ

グ
ボ
ー
ト
が
数
多
く
建
造
さ
れ
、
年
々
巨

大
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
に
は

客
船
と
見
紛
う
よ
う
な
全
長
1
0
0
m
を

超
え
る
も
の
も
。

　

今
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
は
全
世
界
に

9,
0
0
0
隻
ほ
ど
。
毎
年
、世
界
の
関
係

者
か
ら
招
待
を
受
け
、
リ
ビ
エ
ラ
が
訪
問

す
る
モ
ナ
コ
ヨ
ッ
ト
シ
ョ
ー
で
も
、
年
々

ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
が
会
場
を
占
め
て
き
て

い
ま
す
。

日
本
寄
港
を
阻
む 

2
つ
の
〝
壁
〟

　
日
本
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
は
稀
な

存
在
。
2
0
1
8
年
に
は
、
横
浜
に
立
ち

寄
っ
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
が
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上

げ
る
ほ
ど
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
は
め
っ
た

に
訪
れ
ま
せ
ん
。
訪
日
外
国
人
観
光
客
が

年
間
3,
0
0
0
万
人
を
突
破
し
た
こ
の

ご
時
世
に
、
な
ぜ
な
の
か
―
？

　
「
世
界
の
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト・オ
ー
ナ
ー

た
ち
も
、
日
本
に
は
大
き
な
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
す
」
と
解
説
す
る
の
は
S
Y
L

ジ
ャ
パ
ン
の
稲
葉
健
太
社
長
。
稲
葉
さ
ん

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ヨ
ッ
ト
の
運
航
を

支
援
す
る
船
舶
代
理
店
。ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト

の
国
内
誘
致
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
南
北
に
長
く
、
津
々
浦
々
に
港
が
あ
る

日
本
は
、
四
季
の
変
化
と
多
彩
な
景
観
を

海
伝
い
に
楽
し
め
る
世
界
有
数
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
ま

た
、
空
港
と
港
湾
の
距
離
が
近
い
こ
と
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
世
界
を
飛
び

回
る
セ
レ
ブ
に
は
好
都
合
。
空
路
で
の
入

国
後
、
最
寄
り
の
港
で
待
た
せ
て
い
た
船

に
す
ぐ
乗
れ
る
か
ら
、
限
ら
れ
た
余
暇
を

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
満
喫
で
き
る
―
オ
ー

ナ
ー
た
ち
の
目
に
は
、
日
本
の
海
は
魅
力

的
に
映
っ
て
い
ま
す
」（
稲
葉
さ
ん
）

　
が
、
現
実
に
は
〝
壁
〟
が
あ
り
ま
す
。

「
一
つ
目
は
、
港
湾
の
特
性
。
日
本
に
は

確
か
に
多
く
の
港
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

大
半
は
漁
港
。
大
都
市
に
整
備
さ
れ
て
い

る
の
は
客
船
や
貨
物
船
の
た
め
の
施
設
で

す
。
い
ず
れ
も
遊
行
船
の
運
航
に
は
不
向

き
。
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
の
寄
港
を
促
す
に

は
、
施
設
の
再
整
備
が
不
可
避
で
す
。

　
二
つ
目
の
壁
は
、
入
管
や
通
関
の
煩
雑

日本に「スーパーヨット」の時代を拓く
〜三崎漁港で始まった取り組み〜
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な
ら
す
ぐ
そ
こ
。
相
模
湾
の
う
ま
い
魚
に

は
、
舌
鼓
を
打
つ
は
ず
。
多
目
的
化
の
新

た
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
三
崎
漁
港
が
活

性
化
す
れ
ば
、
後
退
基
調
が
続
く
水
産
業

に
も
好
影
響
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
」

（
浅
羽
副
知
事
）

　
一
般
に
、
海
の
観
光
を
推
進
す
る
立
場

と
地
元
の
水
産
業
で
は
、
利
害
が
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

今
回
の
取
り
組
み
に
は
、
漁
業
者
も
商
工

会
も
一
体
に
な
っ
て
参
画
。
今
や
ま
さ
に

〝
ワ
ン
チ
ー
ム
〟
で
す
。

「
立
場
が
異
な
る
関
係
者
間
の
相
互
理
解

に
は
、
細
や
か
な
配
慮
が
大
事
で
す
。
東

京
五
輪
2
0
2
0
セ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
向

け
た
去
る
8
月
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
、
リ
ビ

エ
ラ
は
地
元
漁
業
者
の
代
表
も
招
か
れ
て

い
ま
し
た
ね
。
こ
う
い
う
気
遣
い
を
さ
れ

る
リ
ビ
エ
ラ
だ
か
ら
こ
そ
信
頼
さ
れ
、
関

係
者
間
の
連
携
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
を
繋
ぐ
リ
ビ
エ
ラ
の
力
に
、
こ
れ
か

ら
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」（
浅
羽
副

知
事
）

海
外
で
の
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト 

チ
ャ
ー
タ
ー
事
業
も
開
始

　
リ
ビ
エ
ラ
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
の

国
内
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
、
ス
ー
パ
ー

ヨ
ッ
ト
事
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
手
掛
け

る
「
キ
ャ
ン
パ
ー
＆
ニ
コ
ル
ソ
ン
ズ（
C

＆
N
）」
と
の
提
携
に
よ
り
、
海
外
で
の

ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
・
チ
ャ
ー
タ
ー
事
業
、

さ
。
外
国
船
籍
の
船
の
中
は
、
接
岸
し
て

い
て
も
〝
外
国
領
土
〟
と
見
な
さ
れ
る
た

め
、
人
や
物
が
出
入
り
す
る
毎
に
手
続
き

を
要
し
ま
す
。
こ
れ
を
面
倒
に
感
じ
る
の

は
必
然
の
こ
と
で
す
」（
稲
葉
さ
ん
）

地
元
14
者
の
連
携
に
よ
る 

新
た
な
三
崎
漁
港
の
活
用
策

　
こ
の
状
況
下
、
リ
ビ
エ
ラ
が
提
案
し
た

の
が
、
神
奈
川
県
三
浦
市
の
三
崎
漁
港
の

活
用
で
し
た
。
三
崎
漁
港
は
、
遠
洋
漁
業

の
一
大
拠
点
。
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
と
船
体

サ
イ
ズ
が
近
い
遠
洋
漁
船
を
多
数
運
用
す

る
三
崎
漁
港
な
ら
、
浮
桟
橋
の
導
入
な
ど

施
設
再
整
備
も
現
実
的
で
す
。
入
管
・

通
関・検
疫
等
に
つ
い
て
も
、既
存
の
も
の

を
活
か
せ
る
点
は
遠
洋
漁
港
な
ら
で
は
。

ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
販
売
も
開
始
し
ま
し

た
。
地
中
海
や
カ
リ
ブ
海
、
ア
ン
ダ
マ
ン

海
と
い
っ
た
世
界
の
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ゾ
ー

ト
で
、
究
極
の
ヨ
ッ
ト
ラ
イ
フ
を
、
日
本

の
お
客
様
に
体
験
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

「
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

2
0
2
1
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
と
、

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
は
、
私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て

重
要
性
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
私
た
ち
が

提
案
す
る
の
は
、
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
な
ら

で
は
の
特
別
な
体
験
。
冒
険
心
に
富
む
日

本
の
ヨ
ッ
ト
愛
好
家
の
皆
様
に
も
、
そ
の

魅
力
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」と
語
る
の
は
、
C
＆
N
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
カ
ル
メ
ン
・
ラ
ウ
氏
。

　

リ
ビ
エ
ラ
は
、
世
界
の
ヨ
ッ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
見
続
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
も
力
を
注
ぎ
、
こ
う
し

て
ご
案
内
で
き
る
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
本
格
的
な
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト

時
代
の
幕
開
け
を
め
ざ
し
て
―
リ
ビ
エ

ラ
は
、
各
方
面
の
関
係
者
の
方
々
と
、
熱

く
手
を
携
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
去
る
7
月
に
は
、
県
、
市
を
含
む
地
元

14
者
の
連
携
に
よ
る
「
三
浦
市
ス
ー
パ
ー

ヨ
ッ
ト
誘
致
委
員
会
」
が
発
足
。
我
々

（
株
）リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
も
名
を
連
ね
、

受
け
入
れ
に
向
け
た
各
種
業
務
を
担
当
し

ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
誘
致
に
は
、
行
政
サ

イ
ド
も
熱
い
視
線
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
漁
港
の
特
性
を
漁
業
以
外
の
用
途
に
活

か
し
、
多
目
的
化
す
る
―
こ
れ
は
、
全

国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
、
新
し
い
取
り
組

み
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
」と
語
る
の
は
、

神
奈
川
県
の
浅
羽
義
里
副
知
事
。

「
相
模
湾
は
す
べ
て
が
揃
っ
た
恵
み
の
海

で
す
。
空
港
に
も
近
く
、
新
幹
線
も
通
っ

て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
に
は
横
浜
や

鎌
倉
や
箱
根
が
あ
り
、
千
葉
や
静
岡
も
船
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SPOR
TS CLU

B

リビエラスポーツクラブ、ザ・リビエラリゾートクラブ メンバー限定

内藤雄士氏 パーソナル解説＆トラックマン体験会
【開催日】	1/14（火）
【時　間】	トラックマン撮影	17：00〜
	 パーソナル解説	18：00〜20：00

TOPICS

リビエラスポーツクラブ SPECIAL EVENTS
オリンピックイヤーを迎える2020年は、まさに「スポーツイヤー」といっても過言ではありません。
東京オリンピック・パラリンピックのメイン会場「国立競技場」に程近いリビエラスポーツクラブでは
元オリンピック選手を講師に招いたスペシャル企画を開催します。
コンディショニングを基に、体の基礎を向上させベストパフォーマンスにつなげます。

見学・体験のご案内

リビエラスポーツクラブ
TEL.03-5474-8000
東京都港区南青山3-3-3	リビエラ南青山ビルB1F
お電話で「リビエラマガジンを見た」とお伝えください

元オリンピック選手達から学ぶ、 
日本初の「テクニックを極める スイミングスクール」

　日常生活に水泳を取り入れることは、体を鍛えるという
大きな目的だけでなく、水のパワーを利用し日々の生活や
ビジネスのストレス解消にも役立ちます。本格的な泳ぎの
テクニックやトレーニング方法をマスターすることで、そ
の効果はより期待できるものに。リビエラスポーツクラブ
では、柴田亜衣氏をはじめ元オリンピック競泳選手達を講
師に招き、日本初となるスペシャルレッスンを企画いたし
ます。世界レベルで活躍し、水泳を知り尽くした講師陣が
直接指導。様々な壁を乗り越え、一回限りの本番で高いパ
フォーマンスを発揮してきた強靭なメンタルを持つトップ
アスリートが、確かな泳ぎへとあなたを導いてくれます。

最新機器とジムの連動が「壁」を乗り越えるカギ 
「リビエラ ゴルフアカデミー by NYSG」

　多くのプロゴルファーの指導やサポートを手がけるツ
アープロコーチとして活躍する一方で、さまざまな番組の
ゴルフ解説者としても知られる内藤雄士氏が監修する「リ
ビエラ ゴルフ アカデミー by NYSG」。このアカデミーで
は、最新の計測機器を用いて分析したデータをもとに、打
ち方のテクニックだけでなく、肩関節の可動域や筋肉の柔
軟性、体幹の強さなども検証した上でのレッスンを行い、
ゴルフ指導の専門家とジムトレーニングの専門家による指
導で、成果を確実に上げることを目的としています。昨年
3回開催した内藤氏によるスペシャルイベントは、どの回
も大盛況で、今年はバージョンアップしての開催が決定い
たしました。プロゴルファーを勝利に導くスペシャリスト
の指導を、アマチュアの方が体験できるのはリビエラ ゴル
フアカデミーならでは。どうぞこの貴重な機会をお見逃し
なく、ご参加ください。

柴田亜衣氏
2004年	アテネオリンピック
金メダリスト（800M自由形）
400M自由形・1500M自由形
日本記録保持者

※スクールに関しての詳細（講師陣、日程等）はお問合わせください
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RIVIERA SPORTS CLUB

見学・体験のご案内
外苑前駅から徒歩３分の好立地。プライベートを重視した空間で、お身体を最高の状態に整えるクラブライフをご体験いただけます。
ご希望の際は、お電話で「リビエラマガジンを見た」とお伝えください。

内容　�カウンセリングの上、お客様の目的に合わせてカスタマイズした
　　　「1日体験プログラム(3時間)」をマンツーマンで行います。
備考　事前ご予約制となります。

TEL.03-5474-8000
東京都港区南青山 3-3-3 リビエラ南青山ビル B1F
東京メトロ「外苑前駅」1ａ出口より徒歩 3分

ゴルフ・コンディショニング

最新科学機器の解析分析を用いた指導に加え、
コンディショニングに定評のある
リビエラスポーツクラブのジムとの連動プログラム。

合理的なスイングを身につけるゴルフレッスン時に、ジムのトレーナーが
同席し課題となる体の使い方をその場で修正するコンディショニングを
していくことで、可動域・柔軟性・体感強化を図りながら最短最良のレッ
スンで効率的にゴルフ上達をコミットします。
※フリー打席チケット5枚プレゼント

リビエラスポーツクラブ

3,300㎡のフロアに、あらゆるニーズにお応えする充実したコンテンツをご用意。

ゴルフ
レッスン

30
min.

トレーニング

30
min.

＋
1回60分（30分ゴルフレッスン+30分ジム）
×10回（3カ月以内）

VIP個室使用

277,500円（税込）

Golf / Conditioning
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 Seaside Session

神
奈
川
県
最
大
規
模
の
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ

三島半島・湘南エリアのバーが一堂にリビエラに集結した
「湘南シーサイドセッション ワンナイトカクテルパーティ」

シェイカーを振るリズミカルな音に心が躍り、音楽ライブで包み込む、
大人のための特別な時間を、特別な場所で。

Yokosuka Night Cruise様が主催となって企画されたカクテルパーティが
昨年に引き続き、リビエラ逗子マリーナで行われ、350人が集まりました。

その規模は神奈川県最大級で、三浦半島・湘南エリアの
人気バーが集い、大いに盛り上がりました。
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タイムスケジュール

日時：2019年10月22日（祝・火）

	 15：00	開場

	 16：00	開宴

	 19：00	閉宴

会場：リビエラ逗子マリーナ
	 クリスタルヴィラ

お問合わせ

リビエラ逗子マリーナ
TEL.0467-23-0028
神奈川県逗子市小坪5-23-16
宴会・会議・イベントは
リビエラ逗子マリーナにご用命ください
お電話で「リビエラマガジンを見た」と
お伝えください

フ
ォ
ー
マ
ル
な
装
い
で 

秋
の
夜
長
を
優
雅
に
過
ご
す

　
夜
の
訪
れ
を
告
げ
る
よ
う
に
、水
平
線
が

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
こ
ろ
、
リ
ビ
エ
ラ

逗
子
マ
リ
ー
ナ
に
は
、
こ
の
時
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
装
い

の
大
人
た
ち
が
次
々
に
訪
れ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
10
月
22
日（
祝
・
火
）、
こ

の
日
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
た
の
は
、
神
奈
川
県
で
最
大
規
模
を
誇

る
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
。
今
年
で
7
回
目

を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
、
三

浦
半
島
・
湘
南
エ
リ
ア
の
バ
ー
17
店
舗
、

メ
ー
カ
ー
11
社
が
一
堂
に
集
結
し
ま
し

ル
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
初
め
て
リ
ビ
エ

ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
に
こ
ら
れ
た
お
客
様
を

驚
か
せ
た
の
は
、
会
場
の
扉
を
開
い
た
瞬

間
の
そ
の
光
景
で
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
延

び
て
い
く
水
平
線
、
海
と
空
が
一
体
と
な

り
広
が
る
風
景
に
感
嘆
の
声
が
漏
れ
、
刻

一
刻
と
移
ろ
い
ゆ
く
美
し
い
サ
ン
セ
ッ
ト

を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
を
さ
れ
た
り
、
こ

の
場
所
な
ら
で
は
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
存

分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
気

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
シ
ェ
イ
カ
ー
を
ふ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ー
の
カ
ク
テ
ル
を
飲
み
比

べ
、
テ
ラ
ス
で
海
の
眺
め
を
楽
し
み
な
が

ら
、
会
場
内
の
ソ
フ
ァ
で
ゆ
っ
く
り
寛
ぎ
、

思
い
思
い
に
過
ご
さ
れ
る
様
子
は
、
ま
る

た
。
な
じ
み
の
バ
ー
が
出
展
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
常
連
の
お
客
様
も
多
く
お
越
し

い
た
だ
き
、「
バ
ー
で
お
見
か
け
し
た
こ
と

は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
日
初
め
て
会
話
を

楽
し
む
」と
い
う
お
客
様
同
士
、
自
然
と
輪

が
広
が
り
、
繋
が
り
も
深
ま
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

1
棟
を
貸
し
切
り
に
し
て 

海
外
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
に

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
っ
た
「
ク
リ
ス
タ
ル

ヴ
ィ
ラ
」
は
、
50
m
幅
の
大
き
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
プ
ー
ル
を
備
え
た
、
海
を
望
む

2
フ
ロ
ア
構
成
の
パ
ー
テ
ィ
会
場
で
、
こ

の
日
は
1
棟
を
貸
し
切
り
に
し
て
カ
ク
テ

で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
。料
理
は
、

リ
ビ
エ
ラ
の
シ
ェ
フ
た
ち
が
腕
を
振
る

い
、
お
酒
と
一
緒
に
ご
堪
能
い
た
だ
け
る

よ
う
に
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
に
し
て
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
料
理
は
彩
り
豊
か
で
、
会

話
が
弾
む
き
っ
か
け
に
。

　
1
階
の
ス
テ
ー
ジ
フ
ロ
ア
は
、
ジ
ャ
ズ

の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め

バ
イ
オ
リ
ン
、
バ
グ
パ
イ
プ
奏
者
に
よ
る

ラ
イ
ブ
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
中
で
も

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
フ
レ
ア
ー
シ
ョ
ー

は
大
人
気
で
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
観
客
か
ら
惜

し
み
な
い
喝
采
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Winter 202027



YACH
T R

ACE &
 EVEN

T
REPORT

ハギマスター 2019

Shonan Race

Shonan Race 2020 
年間スケジュール

　リビエラシーボニアマリーナでは、恒例の「ハギマスター
2019」を11月17日（日）に開催いたしました。
　「ボートフィッシング史上最強の小物釣り大会」という
カワハギ4尾の全長を競う大会です。当日は、ボート・ヨット
合せて90チームが、富士山を望み「穏やかでこんな最高な
日はない！」という程の晴天の相模湾で、自然のすばらし
さを実感しながらカワハギ釣りを楽しみました。優勝チー
ムは、4尾の合計が122.6cmという好成績。大物賞を勝ち
取った最大漁は、全長33.1cmという驚きの大きさでした。
毎年開催している今大会は、参加賞に地元の恵みである三
浦野菜を含む、全参加チームに賞品が出る人気の大会です。
ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。
※�水産資源維持のため、競技参加費の一部は「神奈川県栽培漁業協会」に寄付
いたしました。
※�次回の開催は、2020年5月17日（日）「キスマスター 2020」（予定）です。�
詳細は、オフィシャルホームページでご確認ください。

　毎月1回、年12回のレースの年間総合成績で競う
「Shonan�Race」の最終戦を12月1日（日）に開催し、表彰式
を行いました。相模湾だけでなく、遠方から参加するレー
ス艇もあり2019年は、延63艇にご参加いただきました。
2020年は1月5日（日）の「三浦新春親善合同レース」からス
タートします。レース初心者からご参加いただけますので、
奮ってご応募ください。

1月��5日�(日)
三浦新春親善レース 同時開催
小網代灯浮標付近スタート
� →秋谷沖マーク往復

2月��9日�(日) Shonan Race 2月
上下コース2レース（秋谷沖）

3月��8日�(日) Shonan Race 3月
秋谷沖スタート→南西沖ブイ往復

4月12日�(日) Shonan Race 4月
上下コース2レース（秋谷沖）

5月10日�(日) Shonan Race 5月
秋谷沖スタート→城ケ島沖マーク往復

5月17日�(日) キスマスター 2020（予定）

6月14日�(日) Shonan Race 6月
上下コース2レース（秋谷沖）

7月12日�(日) Shonan Race 7月
秋谷沖スタート→江の島沖マーク往復

8月��9日�(日) Shonan Race 8月
上下コース2レース（秋谷沖）

8月22日�(土) 第15回静岡県知事杯石廊崎レース

��　23日�(日) Trans - Sagami Yacht Race 2020

9月13日�(日) Shonan Race 9月
秋谷沖スタート→相模3号ブイ往復

10月��4日�(日) Shonan Race 10月
上下コース2レース（秋谷沖）

11月��1日�(日) Shonan Race 11月
秋谷沖スタート→南西沖ブイ往復

11月15日�(日) ハギマスター 2020（予定）

12月��6日�(日) Shonan Race 12月
上下コース1レース（秋谷沖）�※表彰式

お問合わせ

シーボニアマリーナ ヨットレース事務局
TEL.046-882-1286／FAX.046-881-6120
三浦市三崎町小網代1286　E-mail：yachtrace@riviera.co.jp

※コースは都合により変更になることがあります。
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90年前に誕生したビンテージヨット「シナーラ」に
今、さらに 100年の命を吹き込み
古き良き物を次世代に残したい――

2015年 2月にレストアプロジェクトを始動し 59 ヵ月
現在、英国よりマストが到着し、マヨルカ島より専門職人が来日

延べ 9か国 28人の船大工を迎え作業が進行中
2020年相模湾の新たなムーブメントにご期待ください

Photo by Yoichi Yabe



ご予約・お問合わせ

ザ・リビエラリゾートクラブ
TEL.0467-23-2458 神奈川県逗子市小坪5-23-9
お電話で「リビエラマガジンを見た」とお伝えください。

RESORT CLUB LIFE

【日　程】1月25日（土）・2月22日（土）※リビエラ逗子マリーナ出航
【場　所】リビエラシーボニアマリーナ
【対　象】�ザ・リビエラリゾートクラブ会員、リビエラスポーツクラブ会員、�

艇置会員、会員からのご紹介者様
【参加費】大人1名様�9,000円（税別）小学生1名様�4,500円（税別）
　　　��（含まれるもの：クルージング代、食事、ドリンクフリーフロー）
【内　容】�クルージング、BBQ体験、小網代の森散策、燻製づくり�

※直接、シーボニアマリーナにお越しいただき、体験後現地解散も可能です。

暖かな火を囲んで心を通わせる
リビエラスタイルの冬 BBQ

冬こそ外に飛び出して、大自然を
身体いっぱいに感じてみませんか？
澄んだ空気と美しい景色を味わえる時期に
クルージングや今話題の冬BBQを
体験しないなんてもったいない！
ご家族やご友人にちょっと自慢できる
冬のリゾートライフをご紹介します。

会員感謝企画！  大人の海の遊び方
「冬 BBQ ＆クルージング」イベント開催

冬のリゾートライフをクルーズ＆BBQで

　冬のリゾートライフの楽しみは、四季の中でも
もっとも澄んだ景色を望めること。リビエラシー
ボニアマリーナからは、富士山のくっきりとした
表情と、鏡のように陽光を映し出す海の景観が望
め、自然が織りなすその美しさは格別です。
　また、冬の楽しみのもうひとつに、この時期に
しか味わえない食材を満喫できることがありま
す。クルージング後に、暖かい火を囲みながら、
旬の食材とホットワインで心ゆくまでゆっくり
と。シェフが趣向を凝らして用意するダッチオー
ブン料理は、蓋を開けるとふくふくとしたチキン
が姿をあらわし、ジューシーな味わいに思わず笑
みがこぼれます。また、ダッチオーブンの余熱と
焚き火の熱を活かして行う「炙りBBQ」は、厚切
りのベーコンやぷりぷりのエビ、旬の野菜を炙る
ように焼いて熱々を味わうのも一興です。デザー
トタイムは、マシュマロを炙ってチョコレートと
クラッカーではさんだスイーツをぜひ。冬ならで
はの静けさに包まれた雰囲気の中で小さな火を囲
んで、会話の弾む豊かなひと時を楽しんでみませ
んか？

接待やお仲間との会でゲストをもてなす 
格好良いホストになりませんか？ 

「冬BBQ＆クルージング」イベント開催

　お仲間やご家族、ビジネスの場で役立つ、大人の
海の遊び方をマスターして素敵なホスト役を学び
ながらご参加いただけます。大切なビジネスシー
ンやお仲間とのBBQに、ホスト役となって接待し
たい方必見です。詳しくは「ザ・リビエラリゾー
トクラブ」にお問い合わせください。

30Winter 2020



LIFE STYLE THE PRESENT TOPIC リビエラで祝うアニバーサリーイベント

七五三、結納、銀婚式、誕生日、長寿、ベビーシャワーなど
大切なお祝いにふさわしい空間とお食事をご用意いたします。
ご希望によりご家族の記念撮影も承ります。
ご用命は、各店舗までお問合わせください。
お電話で「リビエラマガジンを見た」とお伝えください。

お問合わせ

リビエラ逗子マリーナ
TEL.0467-23-0028 神奈川県逗子市小坪5-23-16
リビエラ東京
TEL.03-3981-3233 東京都豊島区西池袋5-9-5

ご夫婦やご家族の思い出を
積み重ねていくリビエラ

ご家族・お仲間で集い、
大切な日の思い出をより深く豊かなものに。
それが、笑顔の瞬間をコーディネートし、
見届けてきたリビエラだからできることです。

感謝の気持ちを伝えあう「バウリニューアル」

　5年、10年、そして25年の銀婚式、50年の金婚
式と、長年連れ添ったご夫婦が結婚記念日を節目
に感謝の気持ちを伝えあい、絆を深めあうことが
できる「バウリニューアル」というセレモニーが
あります。毎日の暮らしを共にするうちに、口に
出すことが照れくさくなってしまう感謝の想いを
カタチにして、かけがえのない思い出をご家族で
作ってみませんか。銀婚式や金婚式など、特別な記
念日にはダイヤモンド富士を船上から望むクルー
ズも素敵です。

クリスマス限定のスペシャルプレゼント

　クリスマスは大切な人と過ごす特別な日。リビ
エラの各店舗でもクリスマスイベントを毎年開催
し、多くの方と幸せな時を共有させていただいて
おります。リビエラ東京では、聖歌隊によるチャ
ペルコンサートの後、限定ディナーをお楽しみい
ただくことも。リビエラ逗子マリーナでは、ク
ルージングをご堪能いただいた後に、レストラン
でディナーを味わいながら、ロマンティックに聖
夜を過ごされるのも一案です。また、料亭「白雲
閣」の時代から開業70周年を迎えるリビエラ東京
を支えてくださったお客様には、ちょっとひと味
違う「和のクリスマス」も人気を集めています。

夏の夜空を彩る鎌倉花火を特等席で

　毎年7月に開催される「鎌倉花火大会」は、人ご
みを避けてゆっくりと花火をお楽しみいただける
ように、リビエラ逗子マリーナのレストランや防
波堤上のペアシート、また、打ち上げ場所に最も
近いビアガーデン観覧席やチャペル観覧席など、
さまざまな場所を開放しています。夏の思い出作
りとして、毎年訪れてくださる方が多く、楽しみ
方も十人十色。また、2020年には「マリブホテル」
も開業し、客室からも花火をお楽しみいただける
ように。夏のリビエラ逗子マリーナは、ますます
面白いことになりそうです。
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1/1 水・祝・2 木・3 金

11：00〜15：00　入場無料

初詣帰りにかんたんアクセス！ 【JR鎌倉駅⇆リビエラ逗子マリーナ15分毎に無料巡回シャトルバス運行】 

ご予約・お問合わせ：リビエラ逗子マリーナ TEL.0467-23-0028
 　　　　　　　　　〒249-0008 神奈川県逗子市小坪5-23-16 駐車場完備　www.riviera.co.jp/banquet/zushi/

※お正月の道路規制のためバス乗り場の位置が通常と異なりますのでご注意ください

各店舗
年始営業の
ご案内

リストランテAO 逗子マリーナ
通常通り営業中
1/5（日）まで特別コース
ラ ン チ 3,000円〜（税・サービス料別）
ディナー 6,500円〜（税・サービス料別）
Tel 0467-25-0480

シーサイドカフェ
お正月特別営業時間 8：00〜17：00
朝食営業 8：00〜9：00
お正月限定フード販売！
Tel 0467-23-2211

ロンハーマン
1/1（水・祝）〜1/3（金）10：00〜18：30
Tel 0467-38-7260
ロンハーマン カフェ
1/1（水・祝）〜1/3（金）9：00〜17：00（16：00 L.O.）
朝食営業 9：00〜11：00（10：45 L.O.）
Tel 0467-23-2153

令和初クルーズは
逗子マリーナで

三が日を満喫する
特別イベント

元旦限定  初日の出クルーズ

3DAYS  初詣クルーズ

6：00 集合 6：15 出港
大　人 10,000円（税込）
小学生   5,000円（税込） 未就学児無料

出港時間 11：00／12：30／14：00／15：30
大　人 5,000円（税込）
小学生 2.500円（税込） 未就学児無料

定員50名

定員各回25名

ご予約は
こちら

ご予約は
こちら

お問合わせ
リビエラ逗子マリーナ ハーバー　0467-24-1000

※天候・海況により出港できない場合があります。※リビエラ会員・過去にご乗船されたお客様はお電話でお問合わせください。

ニューイヤーマルシェ
フード販売など多数出店！出店店舗はHPをチェック！

お正月スペシャルイベント
お餅つき&販売 100円（税込）※売り切れ次第終了／
書き初め 無料／わなげ 200円（税込）／射的 200円（税込）
ワークショップ 
たこづくり体験他 当日参加OK!  500円（税込）〜
※材料がなくなり次第終了 ※詳細はHPにてご確認ください

要予約

記念フォト撮影
プロカメラマンが撮るスタジオ写真
スタジオ撮影料+L版写真1枚プレゼント 2,500円（税込）
※オーナー様割引あり

要予約 空き状況で当日飛込みも可能！

NEW YEAR FESTIVAL
2020

RIVIERA ZUSHI MARINA
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REPORT

「森戸大明神×リビエラ 七五三お祝いクルージング」
in リストランテAO 逗子マリーナ

「日本画レッスン」
in リビエラサロン

「いちょう並木散策プラン」
in リストランテAO 青山

「ハロウィンマルシェ」
in リビエラ逗子マリーナ

　お子さまの健やかな成長を祈る「七五三」。ご家族にとっ
てかけがえのない時をお過ごしいただく企画を11月4日

（月・祝）に開催いたしました。鎌倉時代に建立され、葉山
の総鎮守として歴史ある神社「森戸大明神」で祈願した後、
晴れ着姿のまま船に乗って大海原へ。ご家族全員で乗船で
きるカタマランヨットでクルージングを楽しみ、お子様が
舵を握り操縦体験も。こうした体験がお子様の一生の宝物
として深く刻まれることでしょう。リビエラ逗子マリーナ
に到着すると、リストランテAO 逗子マリーナでの特別イ
タリアンコースを堪能し、幸せな時間を家族全員でゆっく
りと分かち合いました。

　日本美術院院友の村上里沙さんを講師にお迎えした「日
本画レッスン」が秋の新企画として10月24日（木）青山にて
開催されました。初心者も大歓迎ということで集まられた
参加者は、先生の丁寧なご指導と事前準備のお陰で手ぶら
で気軽に参加され、本格的な日本画に挑戦されました。作
品タイプは、短冊または小色紙を選び、予め描かれた下絵
に「岩絵具（いわえのぐ）」を使用して色付けします。楽し
くわいわいと始まったレッスンですが、いつの間にか集中
して没頭されている姿が印象的でした。完成した作品は、
額に入れてお持ち帰りいただき、すぐにご自宅で飾れると
大変好評で、皆様芸術の秋を満喫されたようでした。

　レストンからほど近い、明治神宮外苑のシンボルともい
える「いちょう並木」。約300メートル続く通りの両側に
146本のいちょうの木が立ち並び、11月中旬から12月初旬
に黄葉が始まり、美しい黄金色のトンネルを見ようと、毎
年多くの方が散策に訪れます。日本各地から厳選した秋の
味覚と共にこの秋の風物詩を愉しむプランをリストランテ
AO 青山にて11月15日（金）〜 12月1日（日）の期間限定で開
催いたしました。秋が旬の食材、栗や松茸などを使用した
料理の数々と専属ソムリエが厳選したワインを、いちょう
並木の散策の余韻に浸りながら、多くのお客様にご堪能い
ただきました。

　「Bio （体にやさしいこだわり）・Seaside（海に似合う）・
Local（地産）」をコンセプトに、毎月第1日曜日に地元 湘
南の人気店が多数出店するリビエラマルシェは、10月27日

（日）、年に1度の「ハロウィンリビエラマルシェ」を開催
いたしました。1日を通じて1,000名以上のお客様にお越し
いただき「ハロウィンフェイスペイント」や「ジャック・
オー・ランタン」作りのワークショップをはじめ、「フラダ
ンスショー」や20組ご登場いただいた「ハロウィン ファッ
ションショー」のイベントを実施いたしました。また、場
内を練り歩く「仮装パレード」では可愛いコスチュームに
身を包んだお子さまたちの大行列で盛り上がりました。
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テ
A
O
」の
小
川
圭
祐
メ
イ
ン
シ
ェ
フ
、そ

し
て
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
や
リ
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ラ
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
等
の
神
奈
川
を

任
さ
れ
る
伊
藤
康
裕
料
理
長
、
1
9
5
0

年
開
業
の
料
亭
「
白
雲
閣
」
時
代
よ
り
続

く
リ
ビ
エ
ラ
の
味
と
伝
統
を
守
り
、
リ
ビ

エ
ラ
国
内
を
取
り
仕
切
る
岡
野
信
司
リ
ビ

エ
ラ
総
料
理
長
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「
秋
」を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
と
料
理
ス
タ
イ
ル
を
も
と
に
、
何
度
も

何
度
も
試
作
を
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ね
て
メ
ニ
ュ
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を
考
案

し
、
満
を
持
し
て
迎
え
た
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レ
ミ
ア
ム
ナ

イ
ト
が
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を
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け
ま
し
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。

三
者
三
様
の
ス
タ
イ
ル
で
お
客
様
を 

シ
ェ
フ
自
ら
が
お
も
て
な
し

　
2
0
1
9
年
10
月
18
日（
金
）に
第
一
弾

と
し
て
先
陣
を
き
っ
た
の
は
、「
リ
ス
ト
ラ

ン
テ
A
O 

逗
子
マ
リ
ー
ナ
」の
シ
ェ
フ
小

川
。
日
本
料
理
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
、

イ
タ
リ
ア
各
地
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
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で

研
鑽
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た
新
進
気
鋭
の
シ
ェ
フ
小
川

は
、「
海
の
幸
を
味
わ
う
イ
タ
リ
ア
ン
」が

コ
ン
セ
プ
ト
。
豊
か
な
湘
南
の
魚
や
野
菜

な
ど
、
自
然
豊
か
な
相
模
湾
の
恵
み
を

毎
日
味
わ
い
、
魅
力
を
知
り
尽
く
し
た
彼

ら
し
く
、「
肉
料
理
を
あ
え
て
入
れ
ず
に
野

菜
と
魚
介
で
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
発
想
か
ら
、
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
の
代
名
詞
で

も
あ
る
発
色
の
よ
い
華
や
か
な
ひ
と
皿
が

運
ば
れ
る
ご
と
に
、
歓
声
が
沸
き
、
賑
や

「
秋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た 

食
の
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

　
「
リ
ビ
エ
ラ 

シ
ェ
フ
ズ
ナ
イ
ト
2
0
1
9
」

は
、
リ
ビ
エ
ラ
を
代
表
す
る
3
人
の
シ
ェ

フ
の
味
わ
い
を
お
客
様
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
願
い
か
ら
実
現
し
た
、
3
日
間

限
定
の
特
別
企
画
で
す
。

　
厨
房
を
担
う
の
は
、
リ
ビ
エ
ラ
逗
子

マ
リ
ー
ナ
の
イ
タ
リ
ア
ン
「
リ
ス
ト
ラ
ン

リビエラ3大シェフの饗宴
「リビエラ シェフズナイト2019」初開催

リビエラを代表する3人のシェフが、技のかぎりを尽くし饗宴する
「リビエラ シェフズナイト2019」を3日間にわたり、初開催しました。

それぞれが異なるテーマで、旬の食材をどのように扱い
お客様との触れあいの時間を楽しんだのか

ライブ感あふれるイベントの模様をご紹介します。
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リストランテAO 逗子マリーナ  TEL.0467-25-0480
1/25（土）	イタリアン	×	石井ナイト

リストランテAO 青山  TEL.03-5411-6660
2/27（木）	イタリアン	×	小川ナイト
3/19（木）	日本料理	×	岡野ナイト
4/17（金）	モダンジャパニーズ	×	伊藤ナイト
※詳細はお問合わせください

か
な
一
夜
に
。

　
10
月
25
日（
金
）に
第
二
弾
を
担
当
し
た

「
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
」
の
料
理
長
・

伊
藤
の
料
理
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
モ
ダ
ン

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
で
味
わ
う
秋
の
旬
づ
く
し
」。

伊
藤
は
「
リ
ビ
エ
ラ
東
京
」
で
副
料
理
長

を
経
て
、
ギ
リ
シ
ャ
日
本
大
使
館
で
公
邸

料
理
人
と
し
て
世
界
の
要
人
に
日
本
の
食

文
化
を
伝
え
、
外
務
大
臣
よ
り
「
優
秀
公

邸
料
理
長
」
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

日
本
料
理
の
神
髄
を
核
に
、
世
界
各
国
の
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を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
伊
藤
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
特
に
お

客
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を
沸
か
せ
た
の
が
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見
せ
る
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で
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。
食
べ
る
だ
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で
は
な
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、
食
材
そ
の

も
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に
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、
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介
し
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回
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
歓
談

も
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
の
大
ト
リ
は
、
11
月
8
日

（
金
）の
岡
野
総
料
理
長
。
日
本
有
数
の

料
亭
や
ホ
テ
ル
で
修
業
を
積
み「
リ
ビ
エ
ラ

東
京
」
の
副
料
理
長
に
就
任
、
リ
ビ
エ
ラ

逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
料
理
長
と
し
て
腕
を
振

る
っ
た
の
ち
に
、
リ
ビ
エ
ラ
国
内
を
取
り

仕
切
る
リ
ビ
エ
ラ
総
料
理
長
と
し
て
現
在

に
至
る
岡
野
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
手
が
け

た
の
は
、「
秋
の
味
覚
を
味
わ
う
日
本
料

理
」。色
彩
感
覚
に
長
け
た
日
本
人
な
ら
で

は
の
美
し
さ
を
器
に
表
現
し
た
渾
身
の
ひ

と
皿
で
臨
み
ま
し
た
。
料
理
職
人
ら
し
い

Day1

Day3

Day2

2019.10.18 イタリアン×小川ナイト

2019.11.8 日本料理×岡野ナイト

2019.10.25 モダンジャパニーズ×伊藤ナイト

魚の出汁を餡にして松茸や銀杏な
どの秋の味覚を凝縮させたティー
スプーンにはじまり、脂が乗って
旬を迎えた松葉鯖のマリネと三浦
野菜の前菜、骨まで味わえる秋刀
魚のコンフィと続き、美味しさだ
けでなく、芸術的な仕立てでお客
様を魅了。

日本料理でありながら、和の枠組
みだけにとらわれることなく、
世界各国のテイストを融合させた
岡野の日本料理。旬の食材の旨み
をしっかりと引き上げ、季節感
あふれる仕立てでもてなす料理の
数々は、食通のお客様にも好評を
博しました。

100 本のうち 5本にしかその称
号を与えられないという北海道日
高産の秋鮭・銀聖をこの日のため
に仕入れ、パフェのように美しい
前菜や土鍋炊きにしてサーブ。土
鍋炊きは、コシヒカリ米を窯で
じっくりと炊き上げてお客様の目
の前で開いてお分けするという演
出も。

寡
黙
で
知
ら
れ
る
岡
野
で
す
が
、
こ
の
日

は
お
も
て
な
し
に
徹
し
、
お
客
様
と
の

会
話
や
触
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

好
評
に
つ
き
今
後
も 

食
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
決
定

　
3
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た「
リ
ビ
エ
ラ 

シ
ェ
フ
ズ
ナ
イ
ト
2
0
1
9
」
は
、
料
亭

か
ら
は
じ
ま
っ
た
リ
ビ
エ
ラ
の
味
を
お
楽

し
み
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
だ
け
で

な
く
、
お
客
様
と
シ
ェ
フ
の
距
離
が
縮
ま

り
シ
ェ
フ
た
ち
自
身
も
互
い
に
高
め
あ
い

身
の
引
き
締
ま
る
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
月
一
で
開
催
予
定
で
、
4
人
の

シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
い
ま
す
。
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
は
「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
A
O 

青

山
」
の
石
井
大
輔
メ
イ
ン
シ
ェ
フ
の
イ
タ

リ
ア
ン
。
一
夜
限
り
で
逗
子
に
帰
っ
て
き

ま
す
。
シ
ェ
フ
達
の
真
剣
勝
負
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。リビエラ シェフズナイト2020

スケジュール
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Pick Up
慶びに満ちたはじまりのときを、リビエラと

リビエラ逗子マリーナロンハーマン カフェ 逗子マリーナ店

リストランテAO 逗子マリーナリビエラリゾート不動産

お正月は「リビエラマルシェ」
ニューイヤーフェスティバル 2020 同時開催

三が日はロンハーマンカフェから
お正月限定「特別モーニング」

お子様の人生の節目節目のお祝いに
入学・卒業・合格お祝いプラン

充実したリゾートライフのご提案
逗子マリーナ 物件のご紹介

地元 湘南の人気店が多数出店するリビエラマルシェは「Bio 
（体にやさしいこだわり）・Seaside（海に似合う）・Local（地産）」
をコンセプトに、出店者が自らこだわりを持って生産した、自然派
食品やマーケットが並び、毎月第1日曜日に開催し、毎回約20店舗
が出店します。豪華ヨットが並ぶマリーナでのんびりと潮風
を感じながらお楽しみいただけます。

リピーターの方も多く大変ご好評をいただいております、期間
限定「モーニング営業」を今年もお正月三が日に開催いたします。
この時だからこそ味わえる、新鮮な食材を使用した「オリジナル
限定メニュー」をどうぞお愉しみください。

お子様のご入学・ご卒業・合格のお祝いなど、年齢や目的に
応じたお祝いの特別コースを用意いたしました。特典として、
大人2名様以上につきお子様プレート1名様分、お祝い用花束、
乾杯用スパークリングワインをプレゼントいたします。更に
集合写真の撮影もいたします。詳しくはお問合わせください。

リビエラリゾート不動産では、不動産の取り扱いの他、お客様の
ライフスタイルに合わせたマンション管理やハウスクリーニング
はもちろんのこと、緊急時にも即対応できるよう、24時間体制
で生活全般をサポート。贅沢な暮らしをお約束いたします。

【開催日】1/1（祝・水）〜1/3（金）
	 2/2（日）・3/1（日）
【時　間】11：00〜15：00
【金　額】入場無料

【期間】1/1（祝・水）〜1/3（金）
【時間】モーニング	9：00〜11：00（10：45	L.O.）
	 通 常営業	11：00〜17：00
	 	 （フード	16：00	L.O.
	 	 	ドリンク・デザート	16：30	L.O.）
【金額】フード	　1,000円（税込）〜
	 ドリンク	　500円（税込）〜

【期　　間】2/15（土）〜4/19（日）
【LUNCH】11：30〜16：00（14：30	L.O.）
	 5,500円（税・サービス料別）4品
【DINNER】17：00〜21：30（20：00	L.O.）
	 7,500円（税・サービス料別）5品

【物 　 　 件】	逗子マリーナ	6号棟	1階	3LDK、専用庭より富士山・江ノ島を臨む	
専有面積	87.06㎡、専用庭20.70㎡、管理費	月額	28,350円、修繕積立金	
月額	11,570円、取引態様	仲介、内覧予約受付中

【営 業 時 間】マンションギャラリー	9：00〜17：00
【販 売 価 格】3,180万円（税別）
【仲介手数料】	1,115,400円（税別）	

※その他登記料、印紙代等必要です。

ご予約・お問合わせ
リビエラ逗子マリーナ
TEL.0467-23-0028

ご予約・お問合わせ
リストランテAO	逗子マリーナ
TEL.0467-25-0480

ご予約・お問合わせ
ロンハーマン	カフェ
逗子マリーナ店
TEL.0467-23-2153

ご予約・お問合わせ
リビエラリゾート不動産
TEL.0467-23-5615
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茶寮 リビエラの庭リビエラ東京

リビエラカフェ グリーンスタイルシーボニア クラブハウスレストラン

滝と緑を望む寛ぎの空間で
「白雲閣」開業から70周年記念「風」KAZEを愉しむ

クラシックの裾野を広げよう
リビエラ ランチタイムコンサート

今人気のアフタヌーンティをリビエラスタイルで
「Valentine 2020」

澄んだ空気と美しい富士山と穏やかな小網代湾を
眺めながら「冬 BBQ」を愉しむ

1929年創業、1950年料亭『白雲閣』を開業し、2020年1月23日に
70周年を迎えます。「結（ゆい）」をテーマに掲げ、過去と未来、
そして伝統と革新をつないでいくことにより、さらにお客様と
の絆を結んでいけるよう70周年特別メニューを用意いたしま
した。季節の食材と料亭『白雲閣』より受け継いだ伝統の味わい
を総料理長おまかせでご堪能ください。

プロを目指す若き音楽家に披露するステージと、気軽にコン
サートを楽しんでいただける場所を提供し、豊島区の後援で
毎月多くのお客様にお越しいただいております。

野菜のヘルシーさと贅沢なスイーツで人気のリビエラカフェでは、
アフタヌーンティ「バレンタイン2020」を用意いたしました。
パティシエ手作りの季節のスイーツや、野菜をふんだんに使った
サンドイッチなどをお届けいたします。種類豊富なドリンクと
ともにお寛ぎください。

今注目を集めている「冬BBQ」。リビエラシーボニアマリーナ
では、暖を取りながら、ダッチオーブンの料理や、余熱と焚火
の火を活かして、冬の旬な食材を炙る「炙りBBQ」をお召し上が
りいただけます。どうぞ火を囲みながら親しい仲間と、お酒
を飲みながら語らう、そんな「シーン」をお楽しみください。

【期間】	1/14（火）〜2/28（金）	
※水・土・日・祝日定休

【時間】11：30〜15：00（14：00	L.O.）
【金額】6,000円（税別）

【開催日】1/21（火）・2/25（火）・3/24（火）
【時　間】受　　　付	10：30
	 コンサート	11：00〜11：40
	 お食事開始	11：50
【金　額】コンサートのみ	600円（税込）　コンサート＋ランチ	2,700円（税込）
	 ※コンサート会場内は自由席です。
【お食事】松花堂弁当／茶寮	リビエラの庭
	 グリル野菜プレート／リビエラカフェ	グリーンスタイル
	 ＊お好みのランチをご予約ください。

【期間】1/20（月）〜2月14日（金）
	 ※予約制	オフィシャルホームページより
【時間】14：30〜16：30
	 （2時間制／90分前	L.O.）
【金額】3,000円（税別）

【期間】12/1（日）〜3/31（火）	※ご注文は4日前迄の事前予約になります。
【時間】11：30〜19：00（最終スタート	17：00）
【金額】スタンダードプラン（5名様分相当）
	 1セット	30,000円（税別）
	 プレミアムプラン（5名様分相当）
	 1セット	50,000円（税別）

お問合わせ
茶寮	リビエラの庭
TEL.03-3981-3245

ご予約・お問合わせ
リビエラカフェ
グリーンスタイル
TEL.03-3981-3264

ご予約・お問合わせ
リビエラ東京
TEL.03-3981-3233

ご予約・お問合わせ
シーボニア
クラブハウスレストラン
TEL.046-882-1216
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RIVIERA SALON

CHARITY BAZAAR
第 2 回 リビエラサロン チャリティバザー

POP UP SHOP・WORK SHOP・FOOD

2020 / 3 / 13 / Fri.
10 : 00 - 16 : 00

質の高い作品やプロフェッショナルとの出会いを通じて
交流の場と新たなライフスタイルを提案するチャリティイベント
フラワーアレンジメント・ジュエリー・テーブルウェア・日本画・
アクセサリー・雑貨・スイーツなど丁寧な暮らしを彩るショップが並びます。
出店情報やワークショップは HP/SNS をチェック！
休憩スペースでは、軽食とスイーツをご用意しています。

当日売上の15％を下記に寄付いたします。
「認定NPO法人 ルーム・トゥ・リード・ジャパン」
日本赤十字社神奈川県支部

「令和元年台風第19号災害義援金」

リストランテAO 青山
〒107-0062 東京都港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビル1F

地下鉄銀座線「外苑前駅1a出口」より徒歩3分
入場料：500円

ご予約／お問合わせ	リビエラサロン事務局
	 https://coubic.com/rivierasalon

第1回2019年1月開催時の寄付により、
インド・デリーに図書室が作られる
ことになりました。

ご予約 instagram LINE@
日程 クラス名 講師 場所
1/16(木) “冬の紅茶”を極めるプレミアム紅茶のテイスティングとブレンドTEAレッスン 指田千歳さん 青山
1/30(木) 現代風金継ぎ 笹原みどりさん 青山
2/6(木) 冬の苔玉アート＆原さんとの語らい：特別ランチ付き 原 由美さん 青山
3/17（火） 花のある暮らし：特別ランチ付 竹田浩子さん 青山
3/19(木) バラのある豊かな暮らし 後藤みどりさん 池袋

リビエラサロン2020年スケジュール



【お申込みに際しての留意点】 ○お席はご予約順です。 ○お席の指定は致しかねます。ご予約人数によってお席が前後する場合がありますことをご了承
ください。 ○ご飲食、物販のお支払いは現金のみでお願いしております。 ○出演者、会場が変更になる場合もございます。 ○価格はすべて税・サービス
料込みです。 ○チケット先行発売は、当日のライブにご参加のお客様に限りご利用いただけます。

土曜夜開催のオーシャンジャズライブ 都会の森で酔いしれるジャズライブ

逗子 池袋

※最新情報はホームページにてご確認ください

お
問
合
せ

お
申
込
み

18：00 1st. 18：00-18：45 2nd. 19：15-20：00
5-23-16

受付・FOOD & BAR／17：00　開場／17：15

http://www.beachfm.co.jp

開演／19：00 1st. 19：00-19：45 2nd. 20：15-21：00
受付・FOOD & BAR／18：00　開場／18：15

※○月○日（金） Coming Soon

※ライブ前に楽しめるFOOD & BAR

http://www.beachfm.co.jp 
※前売オンラインチケット販売は500円お得です

場所／リビエラ東京 東京都豊島区西池袋5-9-5
JR池袋駅 西通路C3出口から徒歩1分【立教大学前】

お
問
合
せ

お
申
込
み

Shonan Beach FM & RIVIERAJAZZ LIVE EVENTS 湘南ビーチFMとリビエラがお贈りする
JAZZイベント （逗子 18：00-20：00）

（池袋 19：00-21：00）

1/11（土）
Ai Kuwabara the project
桑原愛（pf）／鳥越啓介（b）／千住宗臣（ds）
12/9（月）発売　MUSIC CHARGE ¥5,000

2/1（土）
トラディショナルJazzグループ
筒井政明（tp）／青木研（banj）／後藤雅広（cl）／
河合勝幸（tub）／楠堂浩己（ds）／薗田勉慶（tb）
1/14（火）発売　MUSIC CHARGE ¥4,500

3/7（土）
山下洋輔スペシャルカルテット
山下洋輔（pf）／坂井紅介（b）／本田珠也（ds）／
類家心平（tp）
2/3（月）10:00発売　MUSIC CHARGE ￥6,000

1/17（金）
高木里代子
高木里代子（pf）／
西川彩織（ds）／塩田哲嗣（b）
MUSIC CHARGE
前売￥5,500 当日￥6,000

3/13（金）
大野雄二トリオ
大野雄二（pf）／上村信（b）／
市原康（ds）
MUSIC CHARGE
前売￥6,000 当日￥6,500©Akihiko Sonoda

人気のリビエラジャズカレー

お得な年間パス 2020年1月〜 発売
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